
　筆者は、拙稿「中学校・高等学校の国語の教科書に掲載された漢文の教材一覧
（その２）１）」（以下、前稿と呼ぶ）において、平成２２年度末検定済の中学校「国語」
１～３の教科書のすべて（５社、各社１種）、平成２３年度末検定済の高等学校「国
語総合」の教科書のすべて（９社２３種）、および、平成２４年度末の高等学校「古典
Ｂ」の教科書のすべて（１０社１８種）の中で、その中で漢文の教材として扱われた
教材を収集し、全体で合計４４２種を整理した。
　本稿では、前稿を承けて、改訂が行われた、平成２６年度末検定済の中学校「国
語」１～３の教科書のすべて（５社、各社１種）、平成２７年度末検定済の高等学校
「国語総合」の教科書のすべて（９社、計２４種）、および、平成２８年度末検定済の
高等学校「古典Ｂ」の教科書（９社、計１８種）の中で、漢文の教材として扱われ
た教材を、別表１に整理した。調査した教科書は、下記の通りである。

〈中学校〉
学図　『中学校　国語』１～３、学校図書、平成２７年３月検定済（７２８・８２８・９２８）
教出　『伝え合う言葉　中学国語』１～３、教育出版、平成２７年３月検定済
（７３０・８３０・９３０）

三省堂　『現代の国語』１～３、三省堂、平成２７年３月検定済（７２９・８２９・９２９）
東書　『新編　新しい国語』１～３、東京書籍、平成２７年３月検定済（７２７・８２７・
９２７）

光村　『国語』１～３、光村図書、平成２７年３月検定済（７３１・８３１・９３１）
〈高等学校「国語総合」〉
教出 a　『精選　国語総合　古典編』教育出版、平成２８年３月検定済（国総３４１）
教出 b　『国語総合』教育出版、平成２８年３月検定済（国総３４２）
教出 c　『新編　国語総合』教育出版、平成２８年３月検定済（国総３４３）
桐原　『新　探求国語総合　古典編』桐原書店、平成２８年３月検定済（国総３６４）
三省堂 a　『高等学校国語総合　古典編　改訂版』三省堂、平成２８年３月検定済
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（国総３３７）
三省堂 b　『精選国語総合　改訂版』三省堂、平成２８年３月検定済（国総３３８）
三省堂 c　『明解国語総合　改訂版』三省堂、平成２８年３月検定済（国総３３９）
数研 a　『改訂版　国語総合　古典編』数研出版、平成２８年３月検定済（国総３４９）
数研 b　『改訂版　高等学校　国語総合』数研出版、平成２８年３月検定済（国総
３５０）

数研 c　『新編　国語総合』数研出版、平成２８年３月検定済（国総３５１）
第一 a　『高等学校　改訂版　新訂国語総合　古典編』第一学習社、平成２８年３月
検定済（国総３５９）

第一 b　『高等学校　改訂版　国語総合』第一学習社、平成２８年３月検定済（国総
３６０）

第一 c　『高等学校　改訂版　標準国語総合』第一学習社、平成２８年３月検定済
（国総３６１）

第一 d　『高等学校　改訂版　新編国語総合』第一学習社、平成２８年３月検定済
（国総３６２）

大修館 a　『国語総合　改訂版　古典編』大修館書店、平成２８年３月検定済（国総
３４５）

大修館 b　『精選国語総合　改訂版』大修館書店、平成２８年３月検定済（国総３４６）
大修館 c　『新編国語総合　改訂版』大修館書店、平成２８年３月検定済（国総３４７）
筑摩a　『精選国語総合　古典編　改訂版』、筑摩書房、平成２８年３月検定済（国総
３５６）

筑摩 b　『国語総合　改訂版』筑摩書房、平成２８年３月検定済（国総３５７）
東書 a　『新編国語総合』東京書籍、平成２８年３月検定済（国総３３２）
東書 b　『精選国語総合』東京書籍、平成２８年３月検定済（国総３３３）
東書 c　『国語総合　古典編』東京書籍、平成２８年３月検定済（国総３３５）
明治 a　『新精選国語総合　古典編』明治書院、平成２８年３月検定済（国総３５３）
明治 b　『新高等学校国語総合』明治書院、平成２８年３月検定済（国総３５４）
〈高等学校「古典Ｂ」〉
教出古 a　『精選古典 B　漢文編』教育出版、H２９年２月検定済（古 B３３７）
教出古 b　『古典 B』教育出版、H２９年２月検定済（古 B３３８）
桐原古　『新　探求古典 B　漢文編』桐原書店、H２９年２月検定済（古 B３５５）
三省堂古 a　『高等学校古典 B　漢文編　改訂版』三省堂、H２９年２月検定済（古

B３３４）
三省堂古 b　『精選古典 B　改訂版』三省堂、H２９年２月検定済（古 B３３５）
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数研古　『改訂版　古典 B　漢文編』数研出版、H２９年２月検定済（古 B３４４）
第一古 a　『高等学校　改訂版　古典 B　漢文編』第一学習社、H２９年２月検定済
（古 B３５１）

第一古 b　『高等学校　改訂版　古典 B』第一学習社、H２９年２月検定済（古
B３５２）

第一古 c　『高等学校　改訂版　標準古典 B』第一学習社、H２９年２月検定済（古
B３５３）

大修館古 a　『古典 B　改訂版　漢文編』大修館書店、H２９年２月検定済（古
B３４０）

大修館古 b　『精選古典 B　改訂版』大修館書店、H２９年２月検定済（古 B３４１）
大修館古 c　『新編古典 B　改訂版』大修館書店、H２９年２月検定済（古 B３４２）
筑摩古　『古典 B　漢文編　改訂版』筑摩書房、H２９年２月検定済（古 B３４９）
東書古 a　『新編古典 B』東京書籍、H２９年２月検定済（古 B３２９）
東書古 b　『精選古典 B　新版』東京書籍、H２９年２月検定済（古 B３３０）
東書古 c　『精選古典 B　漢文編』東京書籍、H２９年２月検定済（古 B３３２）
明治古 a　『新　精選古典 B　漢文編』明治書院、H２９年２月検定済（古 B３４６）
明治古 b　『新　高等学校古典 B』明治書院、H２９年２月検定済（古 B３４７）

　なお、下記の、
　　文英堂古　『新編古典』文英堂、平成２５年３月検定済（古 B３１９）
は、前稿で調査した右文書院を継承した教科書で、平成２８年度末の検定の際には、
今回は、他社と同じように改訂されなかったが、前稿の比較を行う上で、（ ）を
付して記載した。このため、別表１では、「古典Ｂ」の教科書は、１０社計１９種の教
科書の教材を整理している。

　別表１の記載方法は、前稿とほぼ同じで、下記の通りである。
No. ……大きく中国と日本に分けた上での教材の通し番号。ゴシック・網掛けの
数字の教材は、前稿で調査した教科書では取り上げられておらず、本稿の整理
で、新たに教科書に加えられた教材を示す。
時代……中国と日本の時代や王朝。大きく中国と日本に分け、中国は、さらに
「古代」（上古～後漢、紀元後２２０年まで）・「中世」（三国～唐五代、９５９年ま
で）・「近世」（宋～清、１９１１年まで）・「近現代」（１９１２年以降）に分けて太線で
区切った。
文体……特に詩の場合にその型式を記した。古体詩の場合は「古詩」、さらに１句
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の字数が一定の場合は「五古」（五言古詩）など、近体詩の場合は「五絶」（五
言絶句）「七律」（七言律詩）など。
出典／作者……その教材の出典や作者。
生卒……教材の中心人物や詩文の作者の生卒。本稿では、教材は、出典の書籍の
成立年代ではなく、教材の中心人物や詩文の作者の時代順に並べた。例えば、
No. １「鼓腹撃壌」は、太古の聖天子の堯が中心人物であるが、出典は元の曽
先之の『十八史略』であるように、歴史書などでは、出典となった書籍が成立
した時代と書かれている事件や人物の時代が離れている場合があるからである。
中学校「国語」／高等学校「国語総合」……中学校「国語」と高等学校「国語総合」
における教材の掲載箇所。上記の一覧で冒頭に掲げた出版社の略称で大別した
上で、中学校の「国語」は教材が載せられた学年と掲載ページをゴシックで記
し、高等学校の「国語総合」は、同じ出版社の教科書は abc…で区別して掲載
ページを明朝体で記し、さらに同じ出版社の複数の教科書にある教材の場合は
その一つのみの掲載ページを記して、最後に＋印を付した。
高等学校「古典Ｂ」……高等学校「古典Ｂ」における教材の掲載箇所。中学校「国
語」／高等学校「国語総合」と同様に、出版社の略称で大別した上で掲載ページ
を記し、さらに同じ出版社の複数の教科書にある教材の場合はその一つのみの
掲載ページを記して、最後に＋印を付した。

　また、本稿では、前稿で調査した教科書では取り上げられていたが、本稿で調
査した教科書では取り上げられなくなった教材の一覧をあわせて作成した（別表
２。別表１との重複を避けるため、冒頭の No.を数ではなく、ひらがなで通した）。

　前稿において指摘した、採られた漢文の教材が、
　　・中国の古代と中世に偏っていること
　　・高等学校の「国語総合」と「古典Ｂ」の間で、『論語』はどちらにも採られ

ているが、『老子』『荘子』『墨子』『荀子』などはほとんど「古典Ｂ」で採
られていること

　　・詩は近体詩が中心で古詩は「古典Ｂ」で多く採られていること
　　・日本の漢文もほとんどが「古典Ｂ」で採られていること
の大筋に変化はない。また学習指導要領も同じ中での改訂であるので、前稿の時
ほどの大きな変化はないが、特に今回の改訂において変わった点について整理し
ておきたい。
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（１）掲載された教材数の変化について

　前稿と本稿の別表１を比較すると、前稿では教材数が合計４４２種だったのに対し
て、今回は４３６種で、６種（１．４％。前稿の合計に対する割合）少なくなっている。
　さらに細かく見てみると、中国の、古代の教材は、６種無くなって５種加えら
れ、２３１種から２３０種（別表１ No. １～２３０）へ１種（同０．４％）減少し、中世の教
材は、１１種無くなって５種加えられ、１４６種から１４０種（別表１ No. ２３１～３７０）へ
６種（同４．１％）減少した。
　これに対して、近世の教材は、１種無くなって６種加えられ、２７種から３２種
（別表１ No. ３７１～４０２）へ５種（同１８．５％）増加、近現代の教材は数の上では変化
なしで、中国の教材の全体では、４０５種から４０３種へ２種減少している（日本の教
材も数の上では変化なし）。前稿でも指摘した、古代・中世の教材の減少と近世の
教材の増加の傾向は、今回の調査でも変わらなかった。

（２）その他の特徴

　このほかの特徴としては、中学校「国語」の漢文教材の種類が、２６種から２０種
に減少し、前々回の調査２）の時の１９種とほぼ近い数になった。特に唐詩において
は、前稿の時に新たに加えられたと指摘した王翰・柳宗元・杜牧の詩を、中学校
で取り上げた教科書はなくなった。中学校で扱う教材としては、やや難しかった
可能性もあるかも知れない。
　前稿で、『論語』が１２種、盛唐の詩が９種、それぞれ減少したことを指摘した。
本稿では、『論語』は８１種からさらに７９種に減り、逆に、盛唐の詩は、４９種から５０
種に増えている。
　また、高等学校「古典 B」の漢文教材の数は、前稿の３９２種から本稿の３８４種に
減っているが、その一方で、「国語総合」と「古典 B」に共通する教材も、９８種か
ら８９に減っており、「国語総合」と「古典Ｂ」で扱われる教材が異なる傾向を示し
ている。

　前稿に引き続いて、本稿では、平成２６～２８年度末検定済の中学校「国語」高等
学校「国語総合」「古典Ｂ」の教科書の漢文教材を調査し、前稿で調査した教科書
との違いなどについて検討した。今後の改訂においても検討を続けてゆきたい。

─　　─１９



注
１）　『文教国文学』第５９号、広島文教女子大学国文学会、２０１５年２月、ISSN: ０２８６３０６５、
pp. ４２（１１）～２０（３３）、http://harp.lib.hiroshima-u.ac.jp/h-bunkyo/metadata/１２１８６

２）　「中学校・高等学校の国語の教科書に掲載された漢文の教材一覧」『文教国文学』
第５６号、広島文教女子大学国文学会、２０１２年２月、ISSN: ０２８６３０６５、pp. ４４（１）～２８
（１７）、http://harp.lib.hiroshima-u.ac.jp/h-bunkyo/metadata/１０７３５

（本学教授）
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史
略
』／
『
春
秋
左
氏

伝
』

宋
襄
：
位

B
C
65
1‒

B
C
63
7

教
出
古

a ‒
09
7+

, 東
書
古

a ‒
21
7

11
春
秋

両
頭
の
蛇

『
蒙
求
』／
『
新
序
』

孫
叔
敖
：
楚
荘
王
の
宰
相

第
一

d ‒
25
5

大
修
館
古

a ‒
01
0,

 明
治
古

b ‒
09
3

12
春
秋

病
膏
肓
に
入
る

『
春
秋
左
氏
伝
』
成
公
十
年

B
C
58
1

桐
原
古
‒0
10

, 三
省
堂
古

b ‒
20
7,

 筑
摩
古
‒0
10

13
春
秋

古
詩
桃
夭

『
詩
経
』
周
南

春
秋
前
半

教
出
古

a ‒
02
9+

, 桐
原
古
‒0
30

, 三
省
堂
古

a ‒
09
6+

, 数
研
古
‒0
90

, 大
修
館
古

a ‒
11
4+

, 筑
摩
古
‒0
98

, 東
書
古

a ‒
22
2+

, （
文
英
堂
古
‒2
03
）,

 
明
治
古

a ‒
07
2+

14
春
秋

古
詩

『
詩
経
』
鄭
風

春
秋
前
半

第
一
古

c ‒
25
0

15
春
秋

古
詩
陟

『
詩
経
』
魏
風

春
秋
前
半

三
省
堂
古

a ‒
09
7+

16
春
秋

古
詩
碩
鼠

『
詩
経
』
魏
風

春
秋
前
半

東
書
古

c ‒
06
9

17
春
秋

詩
経
大
序

『
詩
経
』

春
秋
前
半

筑
摩
古
‒0
88

18
春
秋

螳
螂
の
斧

『
淮
南
子
』
人
間
訓

斉
荘
公
：
位

B
C
55
3‒

B
C
54
8
明
治

a ‒
10
4+

19
春
秋

人
ご
と
に
其
の
宝
を
有
す
る
に
し
か
ず

『
新
序
』
節
士
／『
春
秋
左
氏

伝
』
襄
公
十
五
年

子
罕
：

B
C
56
7‒

B
C
54
6頃
在

世
第
一
古

a ‒
08
5+

, 大
修
館
古

c ‒
26
8

20
春
秋

季
札
剣
を
挂
く

『
蒙
求
』

季
札
：

B
C
56
1?
‒B

C
51
5?

教
出
古

a ‒
08
6+

, 三
省
堂
古

b ‒
20
2

21
春
秋

兵
の
形
は
水
に
象
ど
る

『
孫
子
』
虚
実

孫
武
：

B
C
50
6頃

東
書
古

b ‒
37
9+

22
春
秋

呉
越
同
舟

『
孫
子
』

孫
武
：

B
C
50
6頃

第
一
古

a ‒
00
8+

23
春
秋

知
に
勝
る
は
五
有
り
…
彼
を
知
り
己
を
知

る
者
は

『
孫
子
』

孫
武
：

B
C
50
6頃

数
研
古
‒0
64

, 明
治
古

a ‒
12
9

24
春
秋

風
林
火
山

『
孫
子
』

孫
武
：

B
C
50
6頃

数
研
古
‒0
65

25
春
秋

晏
子
の
御

『
史
記
』
管
晏
列
伝

晏
嬰
：

? ‒
B

C
50
0

教
出

b ‒
34
0+

, 三
省
堂

a ‒
13
5+

, 数
研

a ‒
11
0+

, 東
書

b ‒
37
0

筑
摩
古
‒0
08

26
春
秋

圉
人
の
罪
。
景
公
馬
あ
り
。

『
説
苑
』
09
正
諫

晏
嬰
：

? ‒
B

C
50
0

第
一
古

c ‒
23
1

27
春
秋

江
南
の
橘
、
江
北
の
枳
と
為
る

『
説
苑
』
12
奉
使

晏
嬰
：

? ‒
B

C
50
0

教
出
古

a ‒
01
6+

, 桐
原
古
‒0
82

, 三
省
堂
古

a ‒
08
4,

 数
研
古
‒0
12

28
春
秋

愛
憎
の
変
。
逆
鱗
に
嬰
る
。

『
韓
非
子
』
12
説
難

衛
霊
公
：
位

B
C
53
4‒

B
C
49
3
筑
摩

a ‒
12
9+

第
一
古

a ‒
00
9+

29
春
秋

秦
西
巴

『
韓
非
子
』
22
説
林
上

孟
孫
：

B
C
53
1‒

B
C
48
1

（
文
英
堂
古
‒1
85
）

30
春
秋

学
び
て
時
に
之
を
習
う
。
亦
説
ば
し
か
ら

ず
や

『
論
語
』
01
学
而

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

教
出
2
‒1
26

, 
三
省
堂
3
‒1
25

, 
光
村
3
‒3
2／
教
出

a ‒
16
0+

, 桐
原
‒

17
2,

 三
省
堂

a ‒
14
2+

, 数
研

a ‒
13
0+

, 第
一

a ‒
14
9+

, 大
修
館

a ‒
17
1+

, 
筑
摩

a ‒
16
2+

, 東
書

a ‒
34
2+

, 明
治

a ‒
13
0+

31
春
秋

其
の
人
と
為
り
や
孝
弟
に
し
て
、
而
も
上

を
犯
す
を
好
む
者
は
鮮
な
し

『
論
語
』
01
学
而

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

第
一

a ‒
15
0+
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32
春
秋

巧
言
令
色
鮮
な
し
仁
と

『
論
語
』
01
学
而

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

東
書
3
‒1
45
／
教
出

a ‒
16
1+

, 三
省
堂

a ‒
14
2+

, 数
研

a ‒
12
9+

, 第
一

a ‒
15
0+

, 大
修
館

c ‒
33
7,

 東
書

a ‒
34
4+

, 明
治

a ‒
13
2+

33
春
秋

吾
日
に
三
た
び
吾
身
を
省
み
る

『
論
語
』
01
学
而

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

桐
原
‒1
73

, 三
省
堂

a ‒
14
3+

, 大
修
館

c ‒
33
9,

 東
書

a ‒
34
3+

第
一
古

a ‒
05
8+

34
春
秋

弟
子
　
入
り
て
は
則
ち
孝

『
論
語
』
01
学
而

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

東
書

c ‒
17
9

第
一
古

a ‒
06
0+

35
春
秋

礼
の
用
は
和
を
貴
し
と
為
す

『
論
語
』
01
学
而

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

東
書
古

b ‒
37
4+

36
春
秋

君
子
は
食
飽
か
ん
こ
と
を
求
む
る
こ
と
な

し
『
論
語
』
01
学
而

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

大
修
館
古

c ‒
24
8

37
春
秋

可
な
り
。
未
だ
貧
し
く
し
て
楽
し
み
富
み

て
礼
を
好
む
者
に
し
か
ざ
る
な
り
。

『
論
語
』
01
学
而

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

（
文
英
堂
古
‒2
10
）

38
春
秋

人
の
己
を
知
ら
ざ
る
を
患
え
ず

『
論
語
』
01
学
而

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

教
出

c ‒
33
0

39
春
秋

政
を
為
す
に
徳
を
以
て
す
れ
ば
譬
え
ば
北

辰
の
其
の
所
に
居
り
て

『
論
語
』
02
為
政

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

第
一

a ‒
15
3+

, 大
修
館

a ‒
17
5+

, 東
書

b ‒
38
2+

, 明
治

a ‒
13
4+

（
文
英
堂
古
‒2
07
）

40
春
秋

之
を
道
く
に
政
を
以
て
し
、
之
を
斉
う
る

に
刑
を
以
て
す
れ
ば

『
論
語
』
02
為
政

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

第
一

a ‒
15
3+

, 大
修
館

a ‒
17
5+

, 筑
摩

a ‒
16
5+

, 明
治

a ‒
13
4+

桐
原
古
‒0
62

, 三
省
堂
古

a ‒
05
1+

, 数
研
古
‒0
48

41
春
秋

吾
　
十
有
五
に
し
て
学
に
志
す

『
論
語
』
02
為
政

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

学
図
2
‒1
99

, 
三
省
堂
3
‒1
24
／
教
出

a ‒
16
4+

, 桐
原
‒1
72

, 三
省
堂

a
‒1
41
+,

 数
研

a ‒
12
8+

, 第
一

c ‒
32
5,

 大
修
館

a ‒
17
3+

, 筑
摩

a ‒
16
4+

, 
東
書

a ‒
34
2+

, 明
治

a ‒
13
2+

42
春
秋

今
の
孝
は
、
こ
れ
よ
く
養
う
を
謂
う
。

『
論
語
』
02
為
政

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

第
一
古

c ‒
21
7

43
春
秋

故
き
を
温
ね
て
新
し
き
を
知
れ
ば
、
以
て

師
と
為
る
べ
し
と

『
論
語
』
02
為
政

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

三
省
堂
3
‒1
25

, 
光
村
3
‒3
3／
三
省
堂

a ‒
14
1+

, 第
一

a ‒
14
9+

, 大
修

館
a ‒
17
3+

44
春
秋

学
び
て
思
わ
ざ
れ
ば
則
ち
罔
し

『
論
語
』
02
為
政

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

学
図
2
‒1
99

, 
東
書
3
‒1
45

, 
光
村
3
‒3
4／
教
出

a ‒
16
0,

 三
省
堂

a ‒
14
2+

, 数
研

a ‒
13
0+

, 第
一

a ‒
14
9+

, 大
修
館

a ‒
17
2+

, 筑
摩

a ‒
16
2+

, 
明
治

a ‒
13
0+

45
春
秋

由
よ
女
に
之
を
知
る
を
誨
え
ん
か

『
論
語
』
02
為
政

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

学
図
2
‒1
99

, 
教
出
2
‒1
28
／
教
出

a ‒
16
2,

 三
省
堂

c ‒
28
9,

 数
研

a ‒
13
2+

, 大
修
館

a ‒
17
2+

, 筑
摩

a ‒
16
3+

, 東
書

a ‒
34
3,

 明
治

a ‒
13
0+

桐
原
古
‒0
62

, 第
一
古

a ‒
06
0+

46
春
秋

十
世
知
る
べ
き
や

『
論
語
』
02
為
政

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

東
書
古

b ‒
37
4+

47
春
秋

木
鐸
。
二
三
子
、
何
ぞ
喪
え
る
こ
と
を
患

え
ん
や

『
論
語
』
03
八
佾

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

（
文
英
堂
古
‒2
10
）

48
春
秋

富
と
貴
と
は
是
れ
人
の
欲
す
る
所
な
り

『
論
語
』
04
里
仁

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

三
省
堂
古

a ‒
05
0+

49
春
秋

士
　
道
に
志
し
て
悪
衣
悪
食
を
恥
ず
る
者

は
『
論
語
』
04
里
仁

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

教
出

b ‒
35
9

50
春
秋

参
や
、
吾
道
は
一
以
て
之
を
貫
く
と

『
論
語
』
04
里
仁

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

三
省
堂

a ‒
14
3+

, 大
修
館

c ‒
33
8

教
出
古

a ‒
06
0+

, 東
書
古

b ‒
28
2+

51
春
秋

君
子
は
義
に
喩
り
、
小
人
は
利
に
喩
る

『
論
語
』
04
里
仁

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

筑
摩

a ‒
16
5+

52
春
秋

父
母
の
年
知
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず

『
論
語
』
04
里
仁

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

教
出

c ‒
33
2

東
書
古

a ‒
24
4

53
春
秋

徳
孤
な
ら
ず
、
必
ず
隣
有
り
と

『
論
語
』
04
里
仁

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

第
一
古

a ‒
05
9+

, 筑
摩
古
‒0
68

54
春
秋

道
行
わ
れ
ず
、
桴
に
乗
り
て
海
に
浮
か
ば

ん
『
論
語
』
05
公
冶
長

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

教
出
古

a ‒
06
1+

, 東
書
古

b ‒
28
2+

55
春
秋

由
や
、
千
乗
の
国
其
の
賦
を
治
め
し
む
べ

し
『
論
語
』
05
公
冶
長

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

東
書
古

b ‒
37
6+

56
春
秋

女
と
回
や
孰
れ
か
愈
れ
る
と
。

『
論
語
』
05
公
冶
長

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

教
出
古

a ‒
06
3+

57
春
秋

朽
木
は
彫
る
べ
か
ら
ず
。
糞
土
の
牆
は

る
べ
か
ら
ず

『
論
語
』
05
公
冶
長

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

教
出
古

a ‒
06
1+

58
春
秋

な
ん
ぞ
各
な
ん
じ
の
志
を
言
わ
ざ
る
…
老

者
は
之
を
安
ん
ぜ
し
め
、
朋
友
は

『
論
語
』
05
公
冶
長

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

東
書

b ‒
38
2

教
出
古

a ‒
06
2+

, 第
一
古

c ‒
21
8

59
春
秋

已
ぬ
る
か
な
。
吾
い
ま
だ
よ
く
そ
の
過
ち

を
見
、

『
論
語
』
05
公
冶
長

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

第
一
古

c ‒
21
6

60
春
秋

顔
回
と
い
う
者
有
り
、
学
を
好
む

『
論
語
』
06
雍
也

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

三
省
堂

a ‒
14
4,

 筑
摩

a ‒
16
3+

教
出
古

a ‒
06
3+

, 東
書
古

b ‒
28
2+
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61
春
秋

賢
な
る
か
な
回
や
。
一
箪
の
食
、
一
瓢
の

飲
、
陋
巷
に
在
り

『
論
語
』
06
雍
也

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

教
出

a ‒
16
2+

, 東
書

c ‒
18
0

大
修
館
古

a ‒
05
6+

62
春
秋

子
の
道
を
説
ば
ざ
る
に
非
ず
。

『
論
語
』
06
雍
也

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

明
治

a ‒
13
1+

教
出
古

a ‒
06
0+

63
春
秋

女
、
人
を
得
た
り
や
…
行
く
に
径
に
由
ら

ず
『
論
語
』
06
雍
也

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

大
修
館
古

a ‒
05
8+

64
春
秋

質
、
文
に
勝
れ
ば
則
ち
野
、
文
、
質
に
勝

れ
ば
則
ち
史
。

『
論
語
』
06
雍
也

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

大
修
館
古

c ‒
24
9

65
春
秋

之
を
知
る
者
は
之
を
好
む
者
に
し
か
ず
。

之
を
好
む
者
は

『
論
語
』
06
雍
也

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

光
村
3
‒3
4／
教
出

b ‒
35
9+

筑
摩
古
‒0
65

66
春
秋

何
ぞ
仁
を
事
と
せ
ん
。
必
ず
や
聖
か
。

『
論
語
』
06
雍
也

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

第
一

a ‒
15
0+

東
書
古

b ‒
37
5+

67
春
秋

憤
せ
ず
ん
ば
啓
せ
ず
、

せ
ず
ん
ば
発
せ

ず
。
一
隅
を
挙
げ
て

『
論
語
』
07
述
而

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

筑
摩

a ‒
16
3+

, 東
書

b ‒
38
1+

, 明
治

a ‒
13
1+

桐
原
古
‒0
62

, 第
一
古

a ‒
06
1+

, （
文
英
堂
古
‒2
07
）

68
春
秋

之
を
用
う
れ
ば
則
ち
行
い
、
之
を
舎
つ
れ

ば
則
ち
蔵
る

『
論
語
』
07
述
而

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

数
研

a ‒
13
2+

, 東
書

c ‒
18
1

大
修
館
古

a ‒
05
9+

69
春
秋

疏
食
を
飯
ら
い
水
を
飲
み

『
論
語
』
07
述
而

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

数
研

a ‒
12
9+

70
春
秋

我
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
之
を
知
る
者

に
非
ず

『
論
語
』
07
述
而

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

三
省
堂

b ‒
33
9

筑
摩
古
‒0
64

71
春
秋

三
人
行
け
ば
、
必
ず
我
が
師
有
り
。
其
の

善
な
る
者
を
択
び
て

『
論
語
』
07
述
而

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

三
省
堂

c ‒
28
8,

 数
研

a ‒
13
0+

桐
原
古
‒0
63

, 第
一
古

a ‒
05
8+

, 筑
摩
古
‒0
64

, 東
書
古

b ‒
28
0+

72
春
秋

仁
　
遠
か
ら
ん
や
。
我
仁
を
欲
っ
す
れ
ば

斯
に
仁
至
る

『
論
語
』
07
述
而

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

教
出

b ‒
35
9

73
春
秋

学
は
及
ば
ざ
る
が
如
く
す
る
も

『
論
語
』
08
泰
伯

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

第
一
古

a ‒
06
0+

74
春
秋

か
つ
予
た
と
い
大
葬
を
得
ず
と
も

『
論
語
』
09
子
罕

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

筑
摩
古
‒0
68

75
春
秋

逝
く
者
は
斯
く
の
如
き
か
、

『
論
語
』
09
子
罕

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

東
書

c ‒
18
0,

 明
治

a ‒
13
2+

76
春
秋

譬
え
ば
山
を
為
る
が
如
し
。
未
だ
一
簣
を

成
さ
ざ
る
も

『
論
語
』
09
子
罕

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

明
治

a ‒
13
1+

（
文
英
堂
古
‒2
08
）

77
春
秋

厩
焚
け
り
。
子
朝
よ
り
退
き
て
曰
く
、
人

を
傷
つ
く
る
か
と
。
馬
を
問
わ
ず
。

『
論
語
』
10
郷
党

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

教
出

c ‒
33
2,

 三
省
堂

c ‒
29
1,

 数
研

a ‒
12
9+

, 東
書

a ‒
34
4+

78
春
秋

未
だ
人
に
事
う
る
こ
と
能
わ
ず
。

『
論
語
』
11
先
進

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

教
出

a ‒
16
2+

79
春
秋

師
や
過
ぎ
た
り
。
商
や
及
ば
ず

『
論
語
』
11
先
進

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

教
出
古

a ‒
06
2+

, 桐
原
古
‒0
63

, 大
修
館
古

a ‒
05
7+

80
春
秋

父
兄
の
在
る
有
り
。
之
を
如
何
ぞ
其
れ
聞

く
が
ま
ま
に
斯
れ
之
を
行
わ
ん
と

『
論
語
』
11
先
進

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

大
修
館
古

a ‒
06
0+

, （
文
英
堂
古
‒2
09
）

81
春
秋

己
に
克
ち
て
礼
に
復
る
を
仁
と
為
す

『
論
語
』
12
顔
淵

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

教
出

a ‒
16
2,

 東
書

c ‒
18
0

82
春
秋

己
の
欲
せ
ざ
る
と
こ
ろ
は
、
人
に
施
す
こ

と
な
か
れ

『
論
語
』
12
顔
淵

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

教
出
2
‒1
28
／

83
春
秋

君
子
は
憂
え
ず
懼
れ
ず
と

『
論
語
』
12
顔
淵

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

桐
原
古
‒0
63

84
春
秋

人
皆
兄
弟
あ
り

『
論
語
』
12
顔
淵

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

東
書
古

b ‒
28
1+

85
春
秋

食
を
足
ら
し
兵
を
足
ら
し
民
之
を
信
に
す

と
『
論
語
』
12
顔
淵

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

教
出

a ‒
16
3+

, 桐
原
‒1
75

, 数
研

a ‒
13
1+

, 第
一

a ‒
15
2+

, 大
修
館

a ‒
17
7+

, 東
書

a ‒
34
5+

, 明
治

a ‒
13
4+

三
省
堂
古

a ‒
05
1+

, （
文
英
堂
古
‒2
08
）

86
春
秋

政
は
正
な
り
。
子
　
帥
い
る
に
正
を
以
っ

て
せ
ば
、
孰
か
敢
え
て
正
し
か
ら
ざ
ら
ん
『
論
語
』
12
顔
淵

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

第
一

a ‒
15
2+

, 大
修
館

a ‒
17
7+

, 筑
摩

a ‒
16
5+

, 明
治

a ‒
13
4+

87
春
秋

子
　
政
を
為
す
に
い
ず
く
ん
ぞ
殺
を
用
い

ん
『
論
語
』
12
顔
淵

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

筑
摩

a ‒
16
6+

88
春
秋

君
子
は
人
の
美
を
成
し
て
人
の
悪
を
成
さ

ず
『
論
語
』
12
顔
淵

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

三
省
堂

c ‒
29
3

89
春
秋

其
の
身
を
正
し
け
れ
ば
令
せ
ず
し
て
行
わ

れ
『
論
語
』
13
子
路

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

桐
原
‒1
74

, 大
修
館

a ‒
17
5+

, 東
書

a ‒
34
4+
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90
春
秋

父
は
子
の
為
に
隠
し
、
子
は
父
の
為
に
隠

す
『
論
語
』
13
子
路

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

桐
原
‒1
74

, 数
研

a ‒
12
9+

, 大
修
館

a ‒
17
6+

, 明
治

a ‒
13
3+

91
春
秋

君
子
は
和
し
て
同
ぜ
ず
、
小
人
は
同
じ
て

和
せ
ず

『
論
語
』
13
子
路

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

東
書
3
‒1
45
／
教
出

b ‒
35
8,

 大
修
館

c ‒
33
8

第
一
古

a ‒
05
9+

92
春
秋

剛
毅
木
訥
　
仁
に
近
し

『
論
語
』
13
子
路

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

教
出

a ‒
16
1+

, 三
省
堂

a ‒
14
2+

, 大
修
館

c ‒
33
7

第
一
古

c ‒
21
7

93
春
秋

古
の
学
ぶ
者
は
己
の
為
に
し
、
今
の
学
ぶ

者
は
人
の
為
に
す

『
論
語
』
14
憲
問

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

第
一

a ‒
14
9+

, 大
修
館

a ‒
17
1+

筑
摩
古
‒0
64

94
春
秋

子
路
君
子
を
問
う
。
子
曰
く
、
己
を
修
め

て
以
て
敬
す
と
。

『
論
語
』
14
憲
問

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

大
修
館
古

a ‒
06
6+

95
春
秋

君
子
固
よ
り
窮
す
。
小
人
窮
す
れ
ば
斯
に

濫
る
と

『
論
語
』
15
衛
霊
公

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

桐
原
古
‒0
64

, （
文
英
堂
古
‒2
08
）

96
春
秋

賜
や
、
な
ん
じ
予
を
も
っ
て
多
く
学
び
て

之
を
識
る
者
と
為
す
か

『
論
語
』
15
衛
霊
公

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

筑
摩
古
‒0
66

97
春
秋

之
を
如
何
せ
ん
、
之
を
如
何
せ
ん
と
曰
わ

ざ
る
者
は

『
論
語
』
15
衛
霊
公

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

筑
摩
古
‒0
65

98
春
秋

君
子
は
こ
れ
を
己
に
求
め
、
小
人
は
こ
れ

を
人
に
求
む

『
論
語
』
15
衛
霊
公

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

筑
摩

a ‒
16
5+

99
春
秋

一
言
に
し
て
以
て
終
身
之
を
行
う
者
有
る

か
と
。
…
其
れ
恕
か
。
己
の
欲
せ
ざ
る
と

こ
ろ
、

『
論
語
』
15
衛
霊
公

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

学
図
2
‒2
00

, 
三
省
堂
3
‒1
25

, 
東
書
3
‒1
46
／
教
出

a ‒
16
3,

 桐
原
‒

17
4,

 三
省
堂

a ‒
14
3+

, 数
研

a ‒
13
1+

, 第
一

a ‒
15
1+

, 大
修
館

c ‒
33
9,

 
東
書

c ‒
17
9,

 明
治

a ‒
13
3+

筑
摩
古
‒0
66

10
0
春
秋

人
よ
く
道
を
弘
む
。
道
の
人
を
弘
む
る
に

非
ざ
る
な
り

『
論
語
』
15
衛
霊
公

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

筑
摩
古
‒0
68

10
1
春
秋

過
ち
て
改
め
ざ
る
、
是
れ
を
過
ち
と
謂
う
『
論
語
』
15
衛
霊
公

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

東
書
3
‒1
46
／
教
出

b ‒
35
9

10
2
春
秋

吾
か
つ
て
終
日
食
ら
わ
ず

『
論
語
』
15
衛
霊
公

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

教
出

a ‒
16
0,

 大
修
館

a ‒
17
2+

東
書
古

a ‒
24
5+

10
3
春
秋

子
も
ま
た
異
聞
あ
る
か
。

『
論
語
』
16
季
氏

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

（
文
英
堂
古
‒2
11
）

10
4
春
秋

性
あ
い
近
き
也

『
論
語
』
17
陽
貨

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

東
書
古

a ‒
24
4+

10
5
春
秋

子
　
武
城
に
ゆ
き
弦
歌
の
声
を
聞
く
。
…

鶏
を
割
く
に
い
ず
く
ん
ぞ
牛
刀
を
用
い
ん
『
論
語
』
17
陽
貨

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

大
修
館
古

a ‒
06
7+

, 東
書
古

a ‒
24
5+

10
6
春
秋

由
よ
、
な
ん
じ
六
言
の
六
蔽
を
聞
け
る
か
『
論
語
』
17
陽
貨

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

筑
摩
古
‒0
86

10
7
春
秋

長
沮
桀
溺
耦
し
て
耕
す
。
孔
子
之
を
過
ぎ
『
論
語
』
18
微
子

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

三
省
堂
古

a ‒
05
2,

 数
研
古
‒0
48

, 筑
摩
古
‒0
69

10
8
春
秋

子
路
従
い
て
後
る
。
丈
人
の
杖
を
も
っ
て

を
荷
う
に
遇
う

『
論
語
』
18
微
子

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

第
一
古

c ‒
21
8

10
9
春
秋

苛
政
は
虎
よ
り
も
猛
な
る
な
り

『
礼
記
』
檀
弓
下

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

筑
摩

a ‒
16
7+

, 東
書

c ‒
14
9

（
文
英
堂
古
‒1
80
）

11
0
春
秋

子
路

『
史
記
』
仲
尼
弟
子
列
伝

子
路
：

B
C
54
2‒

B
C
48
0

桐
原
古
‒0
87

11
1
春
秋

後
患
を
顧
み
ず

『
説
苑
』
09
正
諫

夫
差
：
位

B
C
49
5‒

B
C
47
3

桐
原
古
‒0
76

, 三
省
堂
古

a ‒
01
4+

, 第
一
古

a ‒
08
4+

, 明
治
古

b ‒
13
4

11
2
春
秋

臥
薪
嘗
胆

『
十
八
史
略
』

句
践
：
位

B
C
49
6‒

B
C
46
5

教
出

a ‒
14
1,

 桐
原
‒1
48

, 三
省
堂

a ‒
13
2,

 第
一

a ‒
12
6+

, 大
修
館

a ‒
14
5+

, 東
書

b ‒
37
4+

, 明
治

a ‒
11
4+

11
3
春
秋

知
音

『
呂
氏
春
秋
』

伯
牙
：
春
秋
楚
国

桐
原
‒1
30

教
出
古

a ‒
01
1,

 数
研
古
‒0
70

, 第
一
古

a ‒
01
0+

, 大
修
館
古

a ‒
00
8+

, 
東
書
古

a ‒
15
4

11
4
春
秋

鄭
人
に
且
に
履
を
買
わ
ん
と
す
る
者
有
り
『
韓
非
子
』
32
外
儲
説
左
上

数
研
古
‒0
08

, 明
治
古

a ‒
05
0+

11
5
春
秋

助
長

『
孟
子
』
公
孫
丑
上

宋
：
春
秋
戦
国

教
出

c ‒
30
4,

 数
研

c ‒
30
6,

 東
書

c ‒
14
4

第
一
古

c ‒
16
8,

 大
修
館
古

b ‒
19
8

11
6
春
秋

朝
三
暮
四

『
列
子
』
黄
帝

宋
：
春
秋
戦
国

教
出

a ‒
13
0+

, 桐
原
‒1
32

, 三
省
堂

a ‒
11
4,

 数
研

a ‒
10
4+

, 大
修
館

a ‒
13
6+

, 筑
摩

a ‒
13
0+

, 東
書

c ‒
14
8

第
一
古

c ‒
17
2,

 大
修
館
古

c ‒
21
0,

 （
文
英
堂
古
‒1
82
）,

 明
治
古

b ‒
09
4

11
7
春
秋

宋
人
に
子
を
嫁
す
る
者
あ
り
。

『
淮
南
子
』
氾
論
訓

宋
：
春
秋
戦
国

第
一
古

c ‒
23
6

11
8
春
秋

唇
亡
ぶ
れ
ば
歯
寒
し

『
戦
国
策
』
趙
策

智
伯
：

? ‒
B

C
45
3

第
一
古

a ‒
09
0+

11
9
春
秋

楚
の
恵
王
、
蛭
を
呑
む

『
新
序
』
雑
事

楚
恵
王
：
位

B
C
48
8‒

B
C
43
2

第
一
古

c ‒
23
3
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12
0
戦
国

賢
を
尚
ば
ざ
れ
ば
民
を
し
て
争
わ
ざ
ら
し

む
『
老
子
』
03
章

老
子
：

B
C
40
0頃
？

教
出
古

a ‒
14
7,

 数
研
古
‒0
56

, 東
書
古

b ‒
37
8+

, （
文
英
堂
古
‒2
52
）

12
1
戦
国

無
用
の
用
　
三
十
輻
　
一
轂
を
共
に
す

『
老
子
』
11
章

老
子
：

B
C
40
0頃
？

教
出
古

a ‒
06
9,

 桐
原
古
‒1
48

, 数
研
古
‒0
56

, 筑
摩
古
‒1
52

, 東
書
古

a ‒
25
1+

, （
文
英
堂
古
‒2
53
）

12
2
戦
国

大
道
廃
れ
て
仁
義
有
り
、
智
慧
出
で
て
大

偽
あ
り

『
老
子
』
18
章

老
子
：

B
C
40
0頃
？

教
出

c ‒
33
4

桐
原
古
‒1
48

, 三
省
堂
古

a ‒
05
6+

, 第
一
古

a ‒
06
6+

, 大
修
館
古

a ‒
13
0,

 
東
書
古

a ‒
25
0+

, 明
治
古

a ‒
12
2+

12
3
戦
国

兵
は
不
祥
の
器
、
君
子
の
器
に
非
ず

『
老
子
』
31
章

老
子
：

B
C
40
0頃
？

大
修
館
古

a ‒
13
6+

12
4
戦
国

人
を
知
る
者
は
智
、
自
ら
知
る
者
は
明
な

り
『
老
子
』
33
章

老
子
：

B
C
40
0頃
？

明
治
古

a ‒
12
2+

12
5
戦
国

無
為
に
し
て
為
さ
ざ
る
こ
と
無
し

『
老
子
』
48
章

老
子
：

B
C
40
0頃
？

大
修
館
古

c ‒
30
2

12
6
戦
国

江
海
の
も
っ
て
よ
く
百
谷
の
王
た
る
所
以

の
者
は
そ
の
善
く
こ
れ
に
下
る
を
も
っ
て

な
り

『
老
子
』
66
章

老
子
：

B
C
40
0頃
？

第
一
古

c ‒
22
3

12
7
戦
国

人
の
生
や
柔
弱
な
り
。
其
の
死
す
る
や
、
『
老
子
』
76
章

老
子
：

B
C
40
0頃
？

教
出
古

b ‒
34
7,

 第
一
古

c ‒
22
2,

 東
書
古

a ‒
25
0+

12
8
戦
国

天
下
水
よ
り
柔
弱
な
る
は
莫
し

『
老
子
』
78
章

老
子
：

B
C
40
0頃
？

三
省
堂
古

a ‒
15
2+

, 第
一
古

a ‒
06
7+

12
9
戦
国

小
国
寡
民
、
什
伯
の
器
有
れ
ど
も
用
い
ざ

ら
し
む

『
老
子
』
80
章

老
子
：

B
C
40
0頃
？

教
出
古

a ‒
06
8+

, 三
省
堂
古

a ‒
05
8+

, 数
研
古
‒0
57

, 第
一
古

a ‒
06
6+

, 
大
修
館
古

a ‒
13
0+

, 筑
摩
古
‒1
53

, 東
書
古

b ‒
37
8+

, 明
治
古

a ‒
12
3+

13
0
戦
国

老
子
　
良
賈
は
深
く
蔵
し
て
虚
し
き
が
ご

と
し

『
史
記
』
老
子
韓
非
列
伝

老
子
：

B
C
40
0頃
？

筑
摩
古
‒1
12

13
1
戦
国

凡
そ
天
下
の
禍
簒
怨
恨
、
其
の
起
こ
る
所

以
の
者
は

『
墨
子
』
兼
愛
中

墨
翟
：

B
C
46
8?
‒B

C
37
6

大
修
館
古

a ‒
13
8+

, 筑
摩
古
‒1
60

, 東
書
古

b ‒
38
0+

, 明
治
古

a ‒
12
6

13
2
戦
国

今
一
人
有
り
。
人
の
園
圃
に
入
り
て
其
の

桃
李
を
窃
む
。

『
墨
子
』
非
攻
上

墨
翟
：

B
C
46
8?
‒B

C
37
6

教
出
古

a ‒
15
2,

 桐
原
古
‒1
56

, 三
省
堂
古

a ‒
16
1+

, 数
研
古
‒0
66

13
3
戦
国

一
人
を
殺
さ
ば
、
こ
れ
を
不
義
と
謂
い
、
『
墨
子
』
非
攻
上

墨
翟
：

B
C
46
8?
‒B

C
37
6

教
出
古

a ‒
15
4,

 桐
原
古
‒1
57

13
4
戦
国

狐
　
虎
の
威
を
借
る

『
戦
国
策
』
楚
策

楚
宣
王
：
位

B
C
36
9‒

B
C
34
0
教
出

a ‒
12
6+

, 三
省
堂

a ‒
10
8+

, 数
研

a ‒
10
2+

, 第
一

a ‒
11
4+

, 大
修

館
b ‒
35
2,

 筑
摩

a ‒
12
6+

, 東
書

a ‒
32
8+

大
修
館
古

c ‒
20
8

13
5
戦
国

官
を
侵
す
の
害
、
昔
者
韓
昭
侯
は
酔
い
て

寝
ぬ

『
韓
非
子
』
07
二
柄

韓
昭
侯
：
位

B
C
35
8‒

B
C
33
3

教
出
古

a ‒
07
2+

, 桐
原
古
‒1
53

, 数
研
古
‒0
62

, 第
一
古

a ‒
07
0+

, 大
修

館
古

a ‒
13
4+

, 筑
摩
古
‒1
58

, 東
書
古

a ‒
19
6+

, （
文
英
堂
古
‒2
59
）,

 明
治
古

a ‒
12
8+

13
6
戦
国

孫
臏

『
史
記
』
孫
子
呉
起
列
伝
／

『
十
八
史
略
』

斉
威
王
：
位

B
C
35
6?
‒B

C
32
1?

教
出
古

a ‒
09
8,

 第
一
古

a ‒
10
0+

, 筑
摩
古
‒1
14

13
7
戦
国

敢
え
て
飾
詐
す
る
な
し

『
十
八
史
略
』

斉
威
王
：
位

B
C
35
6?
‒B

C
32
1?

第
一
古

a ‒
01
4+

13
8
戦
国

戦
い
朝
廷
に
勝
て
り

『
戦
国
策
』

斉
威
王
：
位

B
C
35
6?
‒B

C
32
1?

第
一
古

a ‒
01
6+

13
9
戦
国

五
十
歩
百
歩
／
王
道

『
孟
子
』
梁
恵
王
上

梁
恵
王
：
位

B
C
36
9‒

B
C
31
9
学
図
1
‒1
92
／
桐
原
‒1
78

, 三
省
堂

a ‒
10
5+

, 数
研

a ‒
13
4,

 第
一

a ‒
15
4+

, 大
修
館

a ‒
13
4,

 筑
摩

a ‒
14
6+

, 東
書

a ‒
32
6

明
治
古

a ‒
04
6+

14
0
戦
国

慈
恵
国
を
亡
ぼ
す

『
韓
非
子
』
30
内
儲
説
上

梁
恵
王
：
位

B
C
36
9‒

B
C
31
9

明
治
古

a ‒
05
1

14
1
戦
国

鶏
口
牛
後

『
十
八
史
略
』

蘇
秦
：

? ‒
B

C
31
7

桐
原
‒1
40

, 三
省
堂

b ‒
33
0,

 数
研

a ‒
11
2+

, 第
一

c ‒
31
6,

 大
修
館

c ‒
31
2,

 東
書

c ‒
17
0,

 明
治

a ‒
11
0+

14
2
戦
国

張
儀

『
史
記
』
張
儀
列
伝
／『
十
八

史
略
』

張
儀
：

? ‒
B

C
30
9

第
一
古

a ‒
10
8+

, 東
書
古

a ‒
16
0

14
3
戦
国

蛇
足

『
戦
国
策
』
斉
策

楚
懐
王
：

? ‒
B

C
29
6

教
出

a ‒
12
8+

, 三
省
堂

a ‒
11
0+

, 第
一

a ‒
11
6+

, 大
修
館

a ‒
13
2+

, 明
治

a ‒
10
5+

東
書
古

a ‒
15
6

14
4
戦
国

孟
母
断
機

『
列
女
伝
』

孟
子
：

B
C
37
2?
‒B

C
28
9?

三
省
堂
古

a ‒
08
0,

 明
治
古

a ‒
01
2

14
5
戦
国

叟
千
里
を
遠
し
と
せ
ず
し
て
来
た
る

『
孟
子
』
01
梁
恵
王
上

孟
子
：

B
C
37
2?
‒B

C
28
9?

教
出

a ‒
16
7,

 東
書

c ‒
18
4

三
省
堂
古

a ‒
14
7+

, 第
一
古

a ‒
06
2+

, 大
修
館
古

a ‒
06
8+

14
6
戦
国

獣
を
率
い
て
人
を
食
ま
し
む

『
孟
子
』
01
梁
恵
王
上

孟
子
：

B
C
37
2?
‒B

C
28
9?

第
一
古

c ‒
22
0

14
7
戦
国

恒
産
無
け
れ
ば
恒
心
無
し

『
孟
子
』
01
梁
恵
王
上

孟
子
：

B
C
37
2?
‒B

C
28
9?

桐
原
‒1
76

, 大
修
館

a ‒
17
8

教
出
古

a ‒
14
4+

, 三
省
堂
古

a ‒
05
3+

, 東
書
古

b ‒
37
6+

14
8
戦
国

王
の
臣
、
そ
の
妻
子
を
そ
の
友
に
託
し
て

楚
に
ゆ
き

『
孟
子
』
01
梁
恵
王
下

孟
子
：

B
C
37
2?
‒B

C
28
9?

筑
摩

a ‒
16
9+



─　　─２６

14
9
戦
国

人
に
忍
び
ざ
る
の
心

『
孟
子
』
02
公
孫
丑
上

孟
子
：

B
C
37
2?
‒B

C
28
9?

東
書

b ‒
38
4,

 明
治

a ‒
13
6

教
出
古

a ‒
06
4+

, 桐
原
古
‒0
65

, 三
省
堂
古

a ‒
05
4+

, 数
研
古
‒0
50

, 大
修
館
古

a ‒
06
2+

, 筑
摩
古
‒0
73

, 東
書
古

a ‒
24
6,

 （
文
英
堂
古
‒2
14
）

15
0
戦
国

天
下
の
広
居
に
居
り
、
天
下
の
正
位
に
立

ち
、

『
孟
子
』
03
滕
文
公
下

孟
子
：

B
C
37
2?
‒B

C
28
9?

大
修
館
古

c ‒
25
1

15
1
戦
国

人
を
愛
し
て
親
し
ま
ざ
れ
ば
そ
の
仁
に
反

れ
『
孟
子
』
04
離
婁
上

孟
子
：

B
C
37
2?
‒B

C
28
9?

筑
摩

a ‒
16
8+

15
2
戦
国

人
に
存
す
る
者
は
、
眸
子
よ
り
良
き
は
な

し
『
孟
子
』
04
離
婁
上

孟
子
：

B
C
37
2?
‒B

C
28
9?

筑
摩

a ‒
16
8+

15
3
戦
国

性
は
な
お
湍
水
の
ご
と
き
な
り
。
…
水
は

信
に
東
西
を
分
か
つ
無
き
も
、
上
下
を
分

か
た
ん
や

『
孟
子
』
06
告
子
上

孟
子
：

B
C
37
2?
‒B

C
28
9?

桐
原
古
‒0
66

, 三
省
堂
古

a ‒
14
8+

, 数
研
古
‒0
52

,  第
一
古

a ‒
06
3+

, 大
修
館
古

a ‒
06
5+

, 筑
摩
古
‒0
71

, 東
書
古

b ‒
28
4+

, 明
治
古

a ‒
11
8+

15
4
戦
国

仁
は
人
の
心
な
り
、
義
は
人
の
路
な
り

『
孟
子
』
06
告
子
上

孟
子
：

B
C
37
2?
‒B

C
28
9?

教
出

a ‒
16
6+

, 桐
原
‒1
76

, 三
省
堂

a ‒
14
4+

, 大
修
館

a ‒
17
4

第
一
古

c ‒
22
0,

 東
書
古

b ‒
28
3+

15
5
戦
国

天
爵
・
人
爵

『
孟
子
』
06
告
子
上

孟
子
：

B
C
37
2?
‒B

C
28
9?

（
文
英
堂
古
‒2
13
）

15
6
戦
国

君
子
に
三
楽
あ
り
、
而
し
て
天
下
に
王
た

る
は

『
孟
子
』
07
尽
心
上

孟
子
：

B
C
37
2?
‒B

C
28
9?

東
書
古

c ‒
05
0

15
7
戦
国

聖
人
天
下
を
治
む
。
菽
粟
水
火
の
如
く
ん

ば
『
孟
子
』
07
尽
心
下

孟
子
：

B
C
37
2?
‒B

C
28
9?

桐
原
古
‒0
74

15
8
戦
国

愚
公
山
を
移
す
、
太
行
・
王
屋
二
山
は
方

七
百
里

『
列
子
』
湯
問

荘
子
よ
り
前
？

三
省
堂
古

a ‒
15
7+

, 筑
摩
古
‒0
85

, 明
治
古

a ‒
05
4

15
9
戦
国

不
死
の
道

『
列
子
』
説
符

荘
子
よ
り
前
？

第
一
古

a ‒
08
6+

16
0
戦
国

漚
鳥
舞
い
て
下
ら
ず

『
列
子
』

荘
子
よ
り
前
？

明
治
古

b ‒
13
3

16
1
戦
国

紀
昌
虱
を
貫
く

『
蒙
求
』

『
列
子
』
に
も
あ
り

三
省
堂
古

a ‒
01
0+

16
2
戦
国

北
冥
に
魚
有
り
其
の
名
を
鯤
と
為
す

『
荘
子
』
内
篇
逍
遙
遊

荘
周
：

B
C
36
9?
‒B

C
28
6?

三
省
堂
古

a ‒
15
4+

16
3
戦
国

夢
に
胡
蝶
と
為
る

『
荘
子
』
内
篇
斉
物
論

荘
周
：

B
C
36
9?
‒B

C
28
6?

教
出

c ‒
33
5

桐
原
古
‒1
49

, 三
省
堂
古

a ‒
15
3+

, 数
研
古
‒0
60

, 第
一
古

c ‒
22
5,

 筑
摩

古
‒1
56

, （
文
英
堂
古
‒2
55
）,

 明
治
古

a ‒
04
8+

16
4
戦
国

渾
沌
、
南
海
の
帝
を
と
為
し

『
荘
子
』
内
篇
応
帝
王

荘
周
：

B
C
36
9?
‒B

C
28
6?

教
出
古

a ‒
07
0+

, 桐
原
古
‒1
50

, 三
省
堂
古

a ‒
06
0+

, 第
一
古

a ‒
06
8+

, 
大
修
館
古

a ‒
13
2+

, 筑
摩
古
‒1
55

, （
文
英
堂
古
‒2
54
）

16
5
戦
国

馬
蹄
以
て
霜
雪
を
践
む
べ
く
、
毛
以
て
風

寒
を
禦
ぐ
べ
し

『
荘
子
』
外
篇
馬
蹄

荘
周
：

B
C
36
9?
‒B

C
2 8
6?

教
出
古

a ‒
14
8+

16
6
戦
国

尾
を
塗
中
に
曳
く

『
荘
子
』
外
篇
秋
水

荘
周
：

B
C
36
9?
‒B

C
28
6?

三
省
堂
古

a ‒
05
9+

, 数
研
古
‒0
59

, 第
一
古

a ‒
06
9+

, 大
修
館
古

a ‒
13
2+

, 筑
摩
古
‒0
14

, 東
書
古

a ‒
25
2+

, 明
治
古

a ‒
04
9

16
7
戦
国

鴟
　
腐
鼠
を
得
た
り

『
荘
子
』
外
篇
秋
水

荘
周
：

B
C
36
9?
‒B

C
28
6?

第
一
古

c ‒
22
4

16
8
戦
国

魚
　
出
で
て
遊
ぶ
こ
と
従
容
た
り

『
荘
子
』
外
篇
秋
水

荘
周
：

B
C
36
9?
‒B

C
28
6?

明
治
古

b ‒
26
0

16
9
戦
国

木
鶏
、
紀
子
王
の
為
に
闘
鶏
を
養
う

『
荘
子
』
外
篇
達
生

荘
周
：

B
C
36
9?
‒B

C
28
6?

数
研
古
‒0
60

17
0
戦
国

足
を
厠
り
て
之
を

る
。
無
用
を
知
り
て

始
め
て
と
も
に
用
を
言
う
べ
し
。

『
荘
子
』
雑
篇
外
物

荘
周
：

B
C
36
9?
‒B

C
28
6?

教
出
古

a ‒
07
1

17
1
戦
国

先
ず
隗
よ
り
始
め
よ

『
戦
国
策
』
燕
策
／『
十
八
史

略
』

燕
昭
王
：
位

B
C
31
1‒

B
C
27
9
教
出

a ‒
13
9,

 三
省
堂

a ‒
13
0+

, 第
一

a ‒
12
2+

, 大
修
館

a ‒
13
9+

桐
原
古
‒0
13

, 大
修
館
古

c ‒
27
2,

 筑
摩
古
‒0
12

, 東
書
古

b ‒
24
4+

17
2
戦
国

鶏
鳴
狗
盗

『
十
八
史
略
』

孟
嘗
君
：

? ‒
B

C
27
9?

教
出

b ‒
34
2,

 桐
原
‒1
42

, 三
省
堂

a ‒
13
7,

 第
一

a ‒
12
4,

 大
修
館

a ‒
14
2+

17
3
戦
国

馮
驩
。
孟
嘗
君
　
時
に
斉
に
相
た
り
て
、
『
史
記
』
孟
嘗
君
列
伝

孟
嘗
君
：

? ‒
B

C
27
9?

第
一
古

c ‒
26
0

17
4
戦
国

漁
父
の
辞

屈
原

B
C
34
3?
‒B

C
27
7?

第
一

a ‒
14
0

教
出
古

a ‒
05
4+

, 桐
原
古
‒1
04

, 三
省
堂
古

a ‒
04
0+

, 数
研
古
‒0
40

, 筑
摩
古
‒0
54

, 東
書
古

b ‒
30
6+

, （
文
英
堂
古
‒1
89
）,

 明
治
古

a ‒
05
7

17
5
戦
国

信
陵
君
。
魏
の
公
子
無
忌
は
、
魏
の
昭
王

の
少
子
に
し
て

『
史
記
』
魏
公
子
列
伝

信
陵
君
：

? ‒
B

C
24
3

第
一
古

a ‒
10
4+

17
6
戦
国

璧
を
完
う
し
て
帰
る

『
史
記
』
廉
頗
藺
相
如
列
伝
／

『
十
八
史
略
』

趙
恵
文
王
：
位

B
C
29
8‒

B
C
26
6
第
一

a ‒
12
0+

,  筑
摩

a ‒
14
8+

教
出
古

a ‒
12
4+

, 桐
原
古
‒1
30

, 三
省
堂
古

a ‒
12
8+

, 数
研
古
‒1
08

, 東
書
古

b ‒
24
8+

, 明
治
古

b ‒
09
8
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17
7
戦
国

池
の
会

『
史
記
』
廉
頗
藺
相
如
列
伝
／

『
十
八
史
略
』

趙
恵
文
王
：
位

B
C
29
8‒

B
C
26
6

教
出
古

a ‒
12
8+

, 桐
原
古
‒1
34

, 三
省
堂
古

a ‒
13
2+

, 東
書
古

a ‒
23
6,

 
明
治
古

a ‒
10
2+

17
8
戦
国

刎
頸
の
交
わ
り

『
史
記
』
廉
頗
藺
相
如
列
伝

趙
恵
文
王
：
位

B
C
29
8‒

B
C
26
6

教
出
古

a ‒
13
1+

, 桐
原
古
‒1
37

, 三
省
堂
古

a ‒
13
4+

, 数
研
古
‒1
11

, 東
書
古

a ‒
23
9,

 明
治
古

a ‒
10
5

17
9
戦
国

漁
夫
の
利

『
戦
国
策
』
燕
策

趙
恵
文
王
：
位

B
C
29
8‒

B
C
26
6
桐
原
‒1
28

, 三
省
堂

a ‒
11
2+

, 数
研

a ‒
09
8+

, 第
一

a ‒
11
2+

, 大
修
館

a ‒
13
0+

, 東
書

b ‒
35
5

大
修
館
古

c ‒
20
6,

 （
文
英
堂
古
‒1
83
）

18
0
戦
国

趙
の
太
后

『
戦
国
策
』
趙
策

趙
恵
文
王
（
位

BC
29
8‒

BC
26
6）

の
后

第
一
古

a ‒
09
4+

18
1
戦
国

不
死
の
薬

『
韓
非
子
』
22
説
林
上
／『
戦

国
策
』

楚
頃
襄
王
；

? ‒
B

C
26
3

三
省
堂
古

a ‒
08
2+

, 大
修
館
古

b ‒
28
0+

, 筑
摩
古
‒0
80

, 東
書
古

b ‒
24
6+

, 明
治
古

a ‒
05
2

18
2
戦
国

学
は
以
て
已
む
べ
か
ら
ず
。
青
は
之
を
藍

よ
り
取
り
て

『
荀
子
』
勧
学

荀
況
：

B
C
31
3?
‒B

C
23
8?

教
出
古

a ‒
14
5+

, 桐
原
古
‒0
68

, 三
省
堂
古

a ‒
15
0+

, 東
書
古

a ‒
19
4

18
3
戦
国

星
隊
ち
、
木
鳴
る

『
荀
子
』
天
論

荀
況
：

B
C
31
3?
‒B

C
23
8?

桐
原
古
‒0
69

18
4
戦
国

人
の
性
は
悪
な
り

『
荀
子
』
性
悪

荀
況
：

B
C
31
3?
‒B

C
23
8?

教
出
古

a ‒
06
6+

, 桐
原
古
‒0
70

, 三
省
堂
古

a ‒
05
6+

, 数
研
古
‒0
54

, 大
修
館
古

a ‒
06
4+

, 筑
摩
古
‒0
76

, 東
書
古

a ‒
24
8+

, （
文
英
堂
古
‒2
16
）,

 
明
治
古

a ‒
12
0+

18
5
戦
国

舟
に
刻
み
て
剣
を
求
む

『
呂
氏
春
秋
』

呂
不
韋
：

B
C

? ‒
B

C
23
5

東
書
古

a ‒
19
8

18
6
戦
国

呂
不
韋

『
史
記
』
呂
不
韋
列
伝

呂
不
韋
：

B
C

? ‒
B

C
23
5

大
修
館
古

a ‒
09
6

18
7
戦
国

君
主
の
二
柄

『
韓
非
子
』
07
二
柄

韓
非
：

B
C
2 9
5?
‒B

C
23
3

桐
原
古
‒0
72

18
8
戦
国

刻
削
の
道
、
鼻
は
大
な
る
に
し
く
は
な
く
『
韓
非
子
』
23
説
林
下

韓
非
：

B
C
29
5?
‒B

C
23
3

第
一
古

c ‒
22
6

18
9
戦
国

矛
盾

『
韓
非
子
』
36
難
一

韓
非
：

B
C
29
5?
‒B

C
23
3

学
図
1
‒1
93

, 
教
出
1
‒1
20

, 
三
省
堂
1
‒1
16

, 
東
書
1
‒1
48

, 
光
村
1
‒

15
9／
数
研

a ‒
10
0+

, 第
一

c ‒
30
0,

 東
書

b ‒
35
0

明
治
古

b ‒
08
8

19
0
戦
国

母
の
子
を
愛
す
る
や
、

『
韓
非
子
』
46
六
反

韓
非
：

B
C
29
5?
‒B

C
23
3

大
修
館
古

a ‒
13
9+

, 東
書
古

b ‒
38
2+

19
1
戦
国

愛
に
非
ざ
る
な
り

『
韓
非
子
』
47
八
説

韓
非
：

B
C
29
5?
‒B

C
23
3

第
一
古

a ‒
07
1+

19
2
戦
国

守
株
。
聖
人
は
修
古
を
期
せ
ず
。

『
韓
非
子
』
49
五
蠹

韓
非
：

B
C
29
5?
‒B

C
23
4

大
修
館

c ‒
30
8,

 東
書

a ‒
32
4,

 明
治

a ‒
10
2+

三
省
堂
古

a ‒
15
9+

19
3
戦
国

公
私
相
背

『
韓
非
子
』
49
五
蠹

韓
非
：

B
C
29
5?
‒B

C
23
3

教
出
古

a ‒
15
0+

19
4
戦
国

法
は
王
の
本
な
り
、
刑
は
愛
の
自
め
な
り
『
韓
非
子
』
54
心
度

韓
非
：

B
C
29
5?
‒B

C
23
3

第
一
古

c ‒
22
6

19
5
戦
国

荊
軻

『
史
記
』
刺
客
列
伝
／『
十
八

史
略
』

荊
軻
：

? ‒
B

C
22
7

筑
摩

a ‒
13
9+

教
出
古

a ‒
10
0+

, 桐
原
古
‒0
84

, 三
省
堂
古

a ‒
13
7+

, 数
研
古
‒1
14

, 第
一
古

a ‒
11
2+

, 大
修
館
古

a ‒
10
6+

, 東
書
古

b ‒
33
4+

, （
文
英
堂
古
‒

21
8）

, 明
治
古

a ‒
10
8

19
6
戦
国

梟
　
鳩
に
逢
う

『
説
苑
』
16
談
叢

第
一

d ‒
25
4

19
7
戦
国

教
学
は
あ
い
長
ず
る
な
り

『
礼
記
』

桐
原
古
‒0
73

19
8

秦
燕
雀
い
ず
く
ん
ぞ
鴻
鵠
の
志
を
知
ら
ん
や
『
十
八
史
略
』

陳
勝
：

? ‒
B

C
20
8

東
書
古

a ‒
21
9,

 明
治
古

b ‒
10
0

19
9

秦
劉
邦
、
大
丈
夫
当
に
此
く
の
如
く
な
る
べ

き
な
り

『
史
記
』
高
祖
本
紀

劉
邦
：

B
C
24
7?
‒B

C
19
5

教
出
古

a ‒
03
6,

 三
省
堂
古

a ‒
14
3,

 大
修
館
古

a ‒
03
4+

20
0

秦
項
羽
　
項
籍
少
き
時
、
書
を
学
び
て
成
ら

ず
『
史
記
』
項
羽
本
紀

項
羽
：

B
C
23
2‒

B
C
20
2

教
出
古

a ‒
03
4,

 大
修
館
古

a ‒
03
2+

20
1

秦
鴻
門
の
会

 楚
軍
ゆ
く
ゆ
く
秦
の
地
を
略
定

し
函
谷
関
に
至
る

『
史
記
』
項
羽
本
紀

項
羽
：

B
C
23
2‒

B
C
20
2

第
一
古

a ‒
02
8+

20
2

秦
鴻
門
の
会

 沛
公
旦
日
百
余
騎
を
従
え

『
史
記
』
項
羽
本
紀

項
羽
：

B
C
23
2‒

B
C
20
2

教
出
古

a ‒
03
8+

, 桐
原
古
‒0
48

, 三
省
堂
古

a ‒
02
6+

, 数
研
古
‒0
24

, 第
一
古

a ‒
03
0+

, 大
修
館
古

a ‒
03
6+

, 筑
摩
古
‒0
34

, 東
書
古

a ‒
17
8+

, 明
治
古

a ‒
03
0+

20
3

秦
鴻
門
の
会

 項
王
項
伯
は
東
嚮
し
て
坐
し
…

是
に
於
い
て
張
良
軍
門
に
至
り
…
噲
遂
に

入
り
、
帷
を
披
き
て
西
嚮
し
て
立
ち
…
項

王
曰
く
、
壮
士
な
り
。
よ
く
復
た
飲
む
か

と

『
史
記
』
項
羽
本
紀

項
羽
：

B
C
23
2‒

B
C
20
2

教
出
古

a ‒
03
9+

, 桐
原
古
‒0
49

, 三
省
堂
古

a ‒
02
7+

, 数
研
古
‒0
25

, 第
一
古

a ‒
03
0+

, 大
修
館
古

a ‒
03
7+

, 筑
摩
古
‒0
34

, 東
書
古

a ‒
17
9+

, 
（
文
英
堂
古
‒2
27
）,

 明
治
古

a ‒
03
1+

20
4

秦
鴻
門
の
会

 沛
公
す
で
に
出
づ
。
項
王
都
尉

陳
平
を
し
て

『
史
記
』
項
羽
本
紀

項
羽
：

B
C
23
2‒

B
C
20
2

教
出
古

a ‒
04
3+

, 桐
原
古
‒0
54

, 三
省
堂
古

a ‒
03
0+

, 数
研
古
‒0
29

, 第
一
古

a ‒
03
3+

, 東
書
古

a ‒
18
4+

, （
文
英
堂
古
‒2
30
）,

 明
治
古

a ‒
03
5+
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20
5

秦
鴻
門
の
会

 張
良
入
り
て
謝
し
て
曰
く
、
沛

公
杓
に
勝
え
ず
、

『
史
記
』
項
羽
本
紀

項
羽
：

B
C
23
2‒

B
C
20
2

教
出
古

a ‒
04
4+

, 桐
原
古
‒0
55

, 三
省
堂
古

a ‒
03
1+

, 数
研
古
‒0
30

, 第
一
古

a ‒
03
5+

, 明
治
古

a ‒
03
6+

20
6

秦
宮
殿
放
火
　
居
る
こ
と
数
日
、
項
羽
兵
を

引
き
、

『
史
記
』
項
羽
本
紀

項
羽
：

B
C
23
2‒

B
C
20
2

教
出
古

a ‒
04
4+

, 三
省
堂
古

a ‒
03
2,

 明
治
古

a ‒
03
7+

20
7

秦
四
面
楚
歌

『
史
記
』
項
羽
本
紀

項
羽
：

B
C
23
2‒

B
C
20
2

教
出
古

a ‒
04
6+

, 桐
原
古
‒0
58

, 三
省
堂
古

a ‒
03
4+

, 数
研
古
‒0
32

, 第
一
古

a ‒
03
6+

, 大
修
館
古

a ‒
04
2+

, 筑
摩
古
‒0
40

, 東
書
古

a ‒
18
6+

, 
（
文
英
堂
古
‒2
63
）,

 明
治
古

a ‒
03
8+

20
8

秦
項
王
自
刎
、
烏
江
亭

『
史
記
』
項
羽
本
紀

項
羽
：

B
C
23
2‒

B
C
20
2

教
出
古

a ‒
04
8+

, 三
省
堂
古

a ‒
03
6+

, 数
研
古
‒0
35

, 第
一
古

a ‒
03
9+

, 
大
修
館
古

a ‒
04
4+

, 東
書
古

a ‒
18
8+

, 明
治
古

a ‒
04
0+

20
9
前
漢

吾
の
天
下
を
有
ち
し
所
以
の
者
は
何
ぞ
や
『
史
記
』
高
祖
本
紀

劉
邦
：

B
C
24
7?
‒B

C
19
5

東
書
古

b ‒
27
6+

21
0
前
漢

威
、
海
内
に
加
わ
り
て
故
郷
に
帰
る
。
大

風
の
歌

『
史
記
』
高
祖
本
紀

劉
邦
：

B
C
24
7?
‒B

C
19
5

三
省
堂
古

a ‒
14
5

21
1
前
漢

漂
母
　
食
を
進
む
　
始
め
布
衣
た
り
し
時
『
史
記
』
淮
陰
侯
列
伝

韓
信
：

B
C

? ‒
B

C
19
6

明
治
古

a ‒
11
4

21
2
前
漢

俛
し
て
袴
下
よ
り
出
づ

『
史
記
』
淮
陰
侯
列
伝

韓
信
：

B
C

? ‒
B

C
19
6

東
書
古

b ‒
34
2+

, 明
治
古

a ‒
11
5

21
3
前
漢

信
し
ば
し
ば
蕭
何
と
語
り
何
之
を
奇
と
す
　

国
士
無
双

『
史
記
』
淮
陰
侯
列
伝

韓
信
：

B
C

? ‒
B

C
19
6

筑
摩
古
‒1
23

21
4
前
漢

水
を
背
に
し
て
陳
す

『
史
記
』
淮
陰
侯
列
伝
／『
十

 
八
史
略
』

韓
信
：

B
C

? ‒
B

C
19
6

桐
原
古
‒0
19

, 第
一
古

c ‒
18
0,

 東
書
古

b ‒
34
4+

, 明
治
古

a ‒
01
6+

21
5
前
漢

狡
兔
死
し
て
良
狗
亨
ら
る

『
史
記
』
淮
陰
侯
列
伝

韓
信
：

B
C

? ‒
B

C
19
6

東
書
古

b ‒
34
8+

21
6
前
漢

張
良
　
圯
上
の
老
父

『
史
記
』
留
侯
世
家

張
良
：

? ‒
B

C
18
9

筑
摩
古
‒1
19

21
7
前
漢

塞
翁
が
馬

『
淮
南
子
』
人
間
訓

劉
安
：

B
C
17
9‒

B
C
12
2

教
出

a ‒
13
2,

 桐
原
‒1
34

, 筑
摩

a ‒
15
0+

, 東
書

b ‒
35
6+

大
修
館
古

a ‒
01
4+

, 東
書
古

a ‒
19
9,

 （
文
英
堂
古
‒1
84
）,

 明
治
古

a ‒
00
8

21
8
前
漢

李
広
、
石
に
中
り
て
矢
を
没
す
。
成
蹊

『
史
記
』
李
将
軍
列
伝
／『
蒙

求
』

李
広
：

B
C

? ‒
B

C
11
9

筑
摩
古
‒0
82

, 明
治
古

b ‒
21
4

21
9
前
漢

古
詩
秋
風
の
辞

漢
の
武
帝

B
C
15
6‒

B
C
87

三
省
堂
古

a ‒
10
0+

, 筑
摩
古
‒0
99

22
0
前
漢

蘇
武
と
李
陵
。
蘇
武
節
を
持
す
。

『
資
治
通
鑑
』／
『
十
八
史
略
』
蘇
武
：

B
C
14
0‒

B
C
60

教
出
古

a ‒
10
4+

, 桐
原
古
‒1
40

, 明
治
古

a ‒
13
2

22
1
前
漢

王
昭
君

『
西
京
雑
記
』／
『
世
説
新
語
』
漢
元
帝
：
位

B
C
49
‒B

C
33

東
書

a ‒
35
2

教
出
古

a ‒
01
4+

, 三
省
堂
古

a ‒
01
2,

 明
治
古

b ‒
21
2

22
2
前
漢

古
詩
上
邪

『
楽
府
詩
集
』

東
書
古

a ‒
22
3

22
3
後
漢

糟
糠
の
妻

『
後
漢
書
』
宋
弘
伝

光
武
帝
：
位
25
‒5
7

教
出
古

a ‒
08
7+

, 三
省
堂
古

a ‒
00
9,

 大
修
館
古

a ‒
01
2+

, 東
書
古

a ‒
15
8

22
4
後
漢

天
知
る
地
知
る
。
震
　
四
知
を
畏
る

『
資
治
通
鑑
』／
『
蒙
求
』

楊
震
：
54
‒1
24

明
治
古

a ‒
00
9

22
5
後
漢

梁
上
の
君
子
。

『
後
漢
書
』
陳
寔
伝

陳
寔
：
10
4‒
18
7

教
出
古

a ‒
01
2+

, 桐
原
古
‒0
11

, 三
省
堂
古

b ‒
20
6,

 数
研
古
‒0
72

22
6
後
漢

小
時
了
了
　
孔
文
挙
、
年
十
歳
に
し
て
父

に
随
い
て

『
世
説
新
語
』

孔
文
挙
：
15
3‒
20
8

東
書
古

b ‒
29
2+

22
7
後
漢

死
友
　
范
式
と
張
劭

『
捜
神
記
』

明
治
古

a ‒
08
8+

22
8
後
漢

古
詩
行
き
行
き
重
ね
て
行
き
行
く

『
文
選
』

教
出
古

a ‒
03
0+

, 桐
原
古
‒0
31

, 三
省
堂
古

a ‒
09
8,

 第
一
古

a ‒
12
0+

, 
大
修
館
古

a ‒
11
4+

, 東
書
古

b ‒
30
1+

22
9
後
漢

古
詩
迢
迢
た
る
牽
牛
星

『
文
選
』

数
研
古
‒0
91

23
0
後
漢

古
詩
生
年
百
に
満
た
ず

『
文
選
』

三
省
堂
古

a ‒
09
9+

23
1
三
国

操
少
く
し
て
機
警
、
権
数
有
り
。
任
侠
放

蕩
に
し
て

『
十
八
史
略
』

曹
操
：
15
5‒
22
0

数
研

c ‒
32
6

三
省
堂
古

a ‒
08
6+

23
2
三
国

魏
武
　
刀
を
捉
る

『
世
説
新
語
』

曹
操
：
15
5‒
22
0

東
書

a ‒
34
8

23
3
三
国

蓋
頭
上
に
合
字
を
題
す

『
世
説
新
語
』

曹
操
：
15
5‒
22
0

三
省
堂

c ‒
29
5

23
4
三
国

前
に
大
い
な
る
梅
林
あ
り

『
世
説
新
語
』

曹
操
：
15
5‒
22
0

三
省
堂

c ‒
29
6

23
5
三
国

関
羽
と
張
飛

『
三
国
志
』

関
羽
：

? ‒
21
9

三
省
堂
古

a ‒
09
4

23
6
三
国

張
飛
大
い
に
長
坂
橋
を
鬧
が
す

『
三
国
志
演
義
』
42
回

張
飛
：

? ‒
22
1

第
一
古

a ‒
14
7+

23
7
三
国

華
歆
・
王
朗
倶
に
船
に
乗
り
て
難
を
避
く
『
世
説
新
語
』

華
歆
：
15
7‒
23
1

東
書

a ‒
35
0

数
研
古
‒0
10
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23
8
三
国

劉
備
の
死
　
股
肱
の
力
を
つ
く
す

『
十
八
史
略
』

劉
備
：
16
1‒
22
3

三
省
堂
古

a ‒
09
2+

, 大
修
館
古

c ‒
29
4,

 東
書
古

a ‒
20
7+

23
9
三
国

諸
葛
孔
明
、
孔
明
臥
龍
。
三
顧
の
礼
。
水

魚
の
交
わ
り

『
三
国
志
』／
『
蒙
求
』／
『
十

 
八
史
略
』

諸
葛
亮
：
18
1‒
23
4

数
研

c ‒
32
8

桐
原
古
‒0
78

, 三
省
堂
古

a ‒
08
8+

, 第
一
古

c ‒
24
0,

 大
修
館
古

c ‒
29
0,

 
東
書
古

a ‒
20
4,

 （
文
英
堂
古
‒2
66
）,

 明
治
古

a ‒
13
6

24
0
三
国

諸
葛
孔
明
、
出
師
の
表

『
十
八
史
略
』

諸
葛
亮
：
18
1‒
23
4

東
書
古

b ‒
31
9+

24
1
三
国

諸
葛
孔
明
、
七
縦
七
禽

『
十
八
史
略
』

諸
葛
亮
：
18
1‒
23
4

東
書
古

a ‒
20
8

24
2
三
国

諸
葛
亮
智
を
も
っ
て
華
容
に
算
る

『
三
国
志
演
義
』
50
回

諸
葛
亮
：
18
1‒
23
4

第
一
古

a ‒
15
0+

24
3
三
国

赤
壁
の
戦
。
曹
操
劉
表
を
撃
つ
。
表
卒
す
。

子
の
琮
荊
州
を
挙
げ
て

『
十
八
史
略
』／
『
三
国
志
』

20
8年

数
研

c ‒
33
0

教
出
古

a ‒
10
6+

, 桐
原
古
‒0
16

, 三
省
堂
古

a ‒
08
9+

, 第
一
古

c ‒
24
3,

 
東
書
古

b ‒
31
4+

, 明
治
古

a ‒
01
8+

24
4
三
国

死
せ
る
諸
葛
、
生
け
る
仲
達
を
走
ら
す

『
十
八
史
略
』

司
馬
懿
：
17
9‒
25
1

教
出

a ‒
13
6+

, 三
省
堂

c ‒
29
8,

 筑
摩

a ‒
14
3+

第
一
古

c ‒
24
6,

 大
修
館
古

c ‒
29
6,

 東
書
古

a ‒
20
9

24
5
三
国

典
論
　
論
文

『
文
選
』

曹
丕
：
18
6‒
22
6

筑
摩
古
‒0
90

24
6
三
国

七
歩
の
詩

『
世
説
新
語
』

曹
植
：
19
2‒
23
2

桐
原
古
‒0
32

, 第
一
古

c ‒
25
0,

 明
治
古

b ‒
21
5

24
7
三
国

野
田
黄
雀
行

『
古
詩
源
』

曹
植
：
19
2‒
23
2

東
書
古

b ‒
30
2+

, 明
治
古

b ‒
24
7

24
8
三
国

鄧
哀
王
曹
沖

『
三
国
志
』

曹
沖
：
19
6‒
20
8

教
出
古

a ‒
01
8+

24
9
三
国

青
眼
白
眼

『
世
説
新
語
』

阮
籍
：
21
0‒
26
3

明
治
古

b ‒
21
6

25
0
西
晋

石
に
漱
ぎ
流
に
枕
す

『
世
説
新
語
』／
＊『
蒙
求
』

孫
子
荊
：
21
8?
‒2
93

教
出
古

a ‒
00
8+

, 桐
原
古
‒0
09

, 三
省
堂
古

a ‒
00
6+

, 数
研
古
‒0
09

, 大
修
館
古

a ‒
01
1+

, 東
書
古

b ‒
25
0+

, 明
治
古

a ‒
00
6

25
1
西
晋

復
活

『
捜
神
記
』

晋
武
帝
：
23
6‒
29
0

三
省
堂

b ‒
34
6

25
2
西
晋

三
横
、
周
処
年
少
き
時
、
兇
強
侠
気
に
し

て
郷
里
の
患
う
る
所
と
為
る

『
世
説
新
語
』

周
処
：
23
6‒
29
7

教
出
古

a ‒
09
0+

, 桐
原
古
‒0
80

, 三
省
堂
古

b ‒
27
2,

 数
研
古
‒0
74

25
3
西
晋

鬼
を
売
る
、
南
陽
の
宋
定
伯

『
捜
神
記
』／
『
太
平
広
記
』

石
崇
：
24
9‒
30
0

教
出
古

a ‒
07
4+

, 三
省
堂
古

a ‒
06
2,

 数
研
古
‒0
76

, 大
修
館
古

a ‒
07
6+

, 
筑
摩
古
‒0
46

, 東
書
古

b ‒
29
6+

25
4
西
晋

陸
機
の
犬

『
述
異
記
』

陸
機
：
26
1‒
30
3

三
省
堂
古

a ‒
06
4

25
5
西
晋

千
日
の
酒
、
狄
希
は
中
山
の
人
な
り

『
捜
神
記
』

教
出
古

a ‒
15
6+

, 筑
摩
古
‒0
49

25
6
東
晋

長
安
は
日
の
遠
き
に
い
か
ん

『
世
説
新
語
』

元
帝
：
位
31
7‒
32
2

教
出
古

a ‒
08
8+

, 大
修
館
古

b ‒
27
8,

 東
書
古

b ‒
29
4+

25
7
東
晋

白
亀

『
捜
神
後
記
』

咸
康
：
33
5‒
34
2

筑
摩
古
‒0
52

25
8
東
晋

断
腸

『
世
説
新
語
』

桓
温
：
31
2‒
37
3

東
書

c ‒
14
6,

 明
治

a ‒
10
7

教
出
古

a ‒
00
9,

 東
書
古

a ‒
15
5

25
9
東
晋

蛍
雪
の
功

『
蒙
求
』

桓
温
：
31
2‒
37
3

明
治
古

b ‒
09
1

26
0
東
晋

王
子
猷
。
此
君
。

『
世
説
新
語
』

王
子
猷
：

? ‒
38
8

（
文
英
堂
古
‒1
85
）

26
1
東
晋

五
古
飲
酒

陶
潜

36
5‒
42
7

教
出
古

a ‒
03
1+

, 三
省
堂
古

a ‒
10
1+

, 大
修
館
古

a ‒
11
6+

, 筑
摩
古
‒

10
0,

 東
書
古

a ‒
22
4+

, 明
治
古

a ‒
07
3

26
2
東
晋

五
古
子
を
責
む

陶
潜

36
5‒
42
7

第
一
古

a ‒
12
1+

26
3
東
晋

五
古
雑
詩

陶
潜

36
5‒
42
7

第
一
古

c ‒
25
1

26
4
東
晋

帰
去
来
の
辞

陶
潜

36
5‒
42
7

（
文
英
堂
古
‒2
32
）

26
5
東
晋

桃
花
源
記

陶
潜

36
5‒
42
7

三
省
堂

a ‒
14
9,

 第
一

a ‒
14
4+

, 明
治

a ‒
14
2+

教
出
古

a ‒
05
6+

, 桐
原
古
‒0
42

, 三
省
堂
古

b ‒
23
1,

 数
研
古
‒0
43

, 大
修

館
古

a ‒
04
8+

, 筑
摩
古
‒0
16

, 東
書
古

a ‒
17
3+

26
6
東
晋

五
柳
先
生
の
伝

陶
潜

36
5‒
42
7

東
書
古

c ‒
08
0,

 明
治
古

b ‒
12
0

26
7
南
北

新
死
鬼

『
幽
明
録
』

劉
義
慶
：
40
3‒
44
4

第
一
古

a ‒
04
9+

26
8
南
北

古
詩
勅
勒
の
歌

『
楽
府
詩
集
』／
『
古
詩
賞
析
』
斛
律
金
：
北
斉

桐
原
古
‒0
32

, （
文
英
堂
古
‒2
04
）,

 明
治
古

a ‒
07
4+

26
9
南
北

画
竜
点
睛

『
歴
代
名
画
記
』

梁
武
帝
：
位
50
2‒
54
9

教
出
古

a ‒
01
0+

, 桐
原
古
‒0
08

, 数
研
古
‒0
11

, 第
一
古

c ‒
17
0,

 大
修
館

古
a ‒
00
9+

, 明
治
古

b ‒
09
0

27
0
初
唐

路
　
遺
た
る
を
拾
わ
ず
（
貞
観
の
治
）

『
十
八
史
略
』

唐
太
宗
：
59
7‒
64
9

（
文
英
堂
古
‒2
21
）

27
1
初
唐

創
業
守
成
（
貞
観
の
治
）

『
十
八
史
略
』

唐
太
宗
：
59
7‒
64
9

東
書
古

b ‒
25
1+

, （
文
英
堂
古
‒2
23
）,

 明
治
古

b ‒
10
9

27
2
初
唐

西
域
の
賈
胡
（
貞
観
の
治
）

『
十
八
史
略
』

唐
太
宗
：
59
7‒
64
9

（
文
英
堂
古
‒2
2 4
）

27
3
初
唐

五
絶
易
水
送
別

駱
賓
王

64
0?
‒6
84

?
大
修
館
古

b ‒
29
1,

 東
書
古

b ‒
34
1+
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27
4
初
唐

五
律
杜
少
府
の
任
に
蜀
州
に
之
く
を
送
る

王
勃

64
9?
‒6
76

?
三
省
堂
古

a ‒
01
9,

 東
書
古

b ‒
25
8+

27
5
初
唐

七
古
白
頭
を
悲
し
む
翁
に
代
わ
る

劉
廷
芝

65
1‒
67
9?

大
修
館

a ‒
15
8

教
出
古

a ‒
11
4,

 数
研
古
‒0
92

27
6
初
唐

離
魂
記

陳
玄
祐

張
鎰
、
69
2年
、
衡
州
に
家
す

教
出
古

a ‒
15
8+

, 筑
摩
古
‒1
32

, 東
書
古

b ‒
36
8+

, 明
治
古

a ‒
09
1

27
7
盛
唐

七
絶
涼
州
詞

王
翰

68
7‒
72
6?

教
出

a ‒
14
8+

, 桐
原
‒1
57

, 三
省
堂

a ‒
12
2+

, 数
研

a ‒
11
9+

, 大
修
館

a ‒
15
4+

, 筑
摩

a ‒
15
4+

, 東
書

a ‒
33
5+

教
出
古

a ‒
02
3+

, （
文
英
堂
古
‒1
97
）,

 明
治
古

a ‒
02
2+

27
8
盛
唐

五
絶
鸛
鵲
楼
に
登
る

王
之
渙

68
8‒
74
2

教
出

a ‒
14
6+

, 桐
原
‒1
53

, 三
省
堂

a ‒
11
9,

 数
研

a ‒
11
8+

, 大
修
館

a ‒
15
1+

, 東
書

b ‒
36
0

筑
摩
古
‒0
24

, （
文
英
堂
古
‒1
96
）

27
9
盛
唐

七
絶
涼
州
詞

王
之
渙

68
8‒
74
2

三
省
堂
古

b ‒
21
2,

 東
書
古

b ‒
25
7+

28
0
盛
唐

五
絶
建
徳
江
に
宿
る

孟
浩
然

68
9‒
74
0

三
省
堂
古

a ‒
01
7+

, 東
書
古

a ‒
16
4+

28
1
盛
唐

五
絶
春
暁

孟
浩
然

68
9‒
74
0

教
出
3
‒1
24

, 
三
省
堂
2
‒1
22

, 
光
村
2
‒1
46
／
教
出

a ‒
14
6+

, 三
省
堂

a ‒
11
8+

, 数
研

c ‒
31
4,

 第
一

a ‒
13
0+

, 大
修
館

c ‒
31
7,

 筑
摩

a ‒
15
2+

, 
東
書

a ‒
33
2+

, 明
治

a ‒
12
0+

28
2
盛
唐

五
律
故
人
の
荘
に
過
ぎ
る

孟
浩
然

68
9‒
74
0

筑
摩
古
‒0
27

, （
文
英
堂
古
‒2
00
）

28
3
盛
唐

五
律
洞
庭
に
臨
む

孟
浩
然

68
9‒
74
0

三
省
堂

a ‒
12
4

桐
原
古
‒0
28

, 第
一
古

c ‒
18
6

28
4
盛
唐

枕
中
記

沈
既
済

盧
生
：
72
0年
進
士

第
一
古

a ‒
05
2+

, 大
修
館
古

c ‒
31
2,

 明
治
古

a ‒
09
5

28
5
盛
唐

七
絶
芙
蓉
楼
に
て
辛
漸
を
送
る

王
昌
齢

69
8?
‒7
55

?
教
出
古

a ‒
02
4+

, 桐
原
古
‒0
27

, 三
省
堂
古

a ‒
01
8,

 （
文
英
堂
古
‒1
99
）

28
6
盛
唐

魚
服
記

李
復
言

薛
偉
：
75
8年
主
簿

三
省
堂
古

a ‒
11
8

28
7
盛
唐

五
絶
鹿
柴

王
維

69
9?
‒7
61

?
教
出
古

a ‒
02
0+

, 三
省
堂
古

a ‒
01
6+

, 数
研
古
‒0
14

, 第
一
古

c ‒
18
4,

 
筑
摩
古
‒0
24

, 東
書
古

a ‒
16
4+

, （
文
英
堂
古
‒1
97
）

28
8
盛
唐

五
絶
竹
里
館

王
維

69
9?
‒7
61

?
大
修
館
古

a ‒
01
6+

, 明
治
古

a ‒
02
2+

28
9
盛
唐

五
絶
雑
詩

王
維

69
9?
‒7
61

?
桐
原
古
‒0
25

29
0
盛
唐

七
絶
元
二
の
安
西
に
使
い
す
る
を
送
る

王
維

69
9?
‒7
61

?
学
図
3
‒1
74
／
教
出

a ‒
14
8+

, 桐
原
‒1
55

, 三
省
堂

a ‒
12
1+

, 数
研

a ‒
11
9+

, 第
一

a ‒
13
4+

, 大
修
館

a ‒
15
3+

, 筑
摩

a ‒
13
5+

, 東
書

b ‒
36
3+

, 
明
治

a ‒
12
3+

29
1
盛
唐

七
絶
九
月
九
日
山
東
の
兄
弟
を
憶
う

王
維

69
9?
‒7
61

?
第
一
古

a ‒
04
3+

29
2
盛
唐

五
古
送
別

王
維

69
9?
‒7
61

?
筑
摩
古
‒1
01

29
3
盛
唐

五
絶
秋
浦
の
歌

李
白

70
1‒
76
2

教
出
古

a ‒
02
1+

, 三
省
堂
古

a ‒
01
6,

 大
修
館
古

b ‒
22
3+

, 東
書
古

b ‒
32
4+

29
4
盛
唐

五
絶
独
り
敬
亭
山
に
坐
す

李
白

70
1‒
76
2

第
一
古

a ‒
04
2+

, 東
書
古

b ‒
32
4+

29
5
盛
唐

五
絶
静
夜
思

李
白

70
1‒
76
2

学
図
3
‒1
76
／
教
出

a ‒
14
7+

, 三
省
堂

a ‒
11
9+

, 数
研

a ‒
11
8+

, 第
一

a ‒
13
2+

, 大
修
館

a ‒
15
1+

, 筑
摩

a ‒
13
2+

, 東
書

c ‒
15
8,

 明
治

a ‒
12
1+

東
書
古

a ‒
16
5

29
6
盛
唐

五
絶
王
昭
君

李
白

70
1‒
76
2

東
書

a ‒
35
3

29
7
盛
唐

七
絶
黄
鶴
楼
に
て
孟
浩
然
の
広
陵
に
之
く
を
送

る
李
白

70
1‒
76
2

教
出
3
‒1
24

, 
三
省
堂
2
‒1
23

, 
東
書
2
‒1
43

, 
光
村
2
‒1
49
／
三
省
堂

b ‒
32
3,

 第
一

a ‒
13
4+

, 東
書

b ‒
36
3+

29
8
盛
唐

七
絶
廬
山
の
瀑
布
を
望
む

李
白

70
1‒
76
2

東
書

b ‒
36
1+

教
出
古

a ‒
02
2+

, 桐
原
古
‒0
26

, 筑
摩
古
‒0
25

, 明
治
古

a ‒
02
3+

29
9
盛
唐

七
絶
早
に
白
帝
城
を
発
す

李
白

70
1‒
76
2

教
出

a ‒
14
9+

, 桐
原
‒1
54

三
省
堂
古

a ‒
01
7,

 東
書
古

b ‒
32
5+

, （
文
英
堂
古
‒1
99
）

30
0
盛
唐

七
絶
峨
眉
山
月
の
歌

李
白

70
1‒
76
2

第
一
古

c ‒
18
5,

 大
修
館
古

a ‒
02
0

30
1
盛
唐

七
絶
晁
卿
衡
を
哭
す

李
白

70
1‒
76
2

大
修
館
古

b ‒
22
5

30
2
盛
唐

七
絶
山
中
対
酌

李
白

70
1‒
76
2

数
研
古
‒0
16

30
3
盛
唐

七
絶
山
中
問
答

李
白

70
1‒
76
2

大
修
館
古

a ‒
02
4

30
4
盛
唐

七
絶
春
夜
洛
城
に
笛
を
聞
く

李
白

70
1‒
76
2

大
修
館

a ‒
15
2+

三
省
堂
古

b ‒
21
1

30
5
盛
唐

七
絶
汪
倫
に
贈
る

李
白

70
1‒
76
2

東
書

a ‒
33
6

30
6
盛
唐

五
律
友
人
を
送
る

李
白

70
1‒
76
2

桐
原
‒1
59

, 筑
摩

a ‒
13
3+

三
省
堂
古

b ‒
21
2,

 大
修
館
古

a ‒
01
9+

30
7
盛
唐

五
律
魯
郡
の
東
の
石
門
に
て
杜
二
甫
を
送
る

李
白

70
1‒
76
2

桐
原
‒1
67

30
8
盛
唐

五
古
月
下
の
独
酌

李
白

70
1‒
76
2

教
出
古

a ‒
11
0,

 桐
原
古
‒0
90

, 東
書
古

b ‒
32
6+
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30
9
盛
唐

五
古
子
夜
呉
歌

李
白

70
1‒
76
2

教
出
古

b ‒
31
2,

 三
省
堂
古

b ‒
29
1,

 数
研
古
‒0
94

, 大
修
館
古

a ‒
11
7+

, 
東
書
古

a ‒
22
5,

 明
治
古

a ‒
07
4+

31
0
盛
唐

七
古
酒
を
把
り
て
月
に
問
う

李
白

70
1‒
76
2

三
省
堂
古

a ‒
10
2

31
1
盛
唐

春
夜
桃
李
の
園
に
宴
す
る
の
序

李
白

70
1‒
76
2

第
一

a ‒
14
2

教
出
古

a ‒
05
2+

, 桐
原
古
‒0
40

, 三
省
堂
古

a ‒
04
4+

, 数
研
古
‒0
46

, 大
修
館
古

a ‒
12
8+

, 筑
摩
古
‒0
57

, 東
書
古

b ‒
31
0+

, 明
治
古

a ‒
06
0

31
2
盛
唐

七
絶
董
大
に
別
る

高
適

70
1?
‒7
65

三
省
堂
古

b ‒
21
1

31
3
盛
唐

七
律
黄
鶴
楼

崔
顥

70
4?
‒7
54

教
出
古

a ‒
02
6,

 数
研
古
‒0
22

, 東
書
古

b ‒
25
9+

, 明
治
古

b ‒
11
5

31
4
盛
唐

五
絶
絶
句
　
江
碧
に
し
て
鳥
い
よ
い
よ
白
く

杜
甫

71
2‒
77
0

三
省
堂
2
‒1
27

, 
光
村
2
‒1
48
／
桐
原
‒1
52

, 大
修
館

a ‒
15
0+

, 筑
摩

a ‒
13
2+

第
一
古

c ‒
1 8
4,

 大
修
館
古

c ‒
21
6

31
5
盛
唐

五
律
春
望

杜
甫

71
2‒
77
0

学
図
3
‒1
73

, 
教
出
3
‒1
26

, 
三
省
堂
2
‒1
24

, 
東
書
2
‒1
44

, 
光
村
2
‒

15
2／
教
出

a ‒
15
0+

, 三
省
堂

a ‒
12
3+

, 数
研

c ‒
31
9,

 第
一

a ‒
13
5+

, 
大
修
館

a ‒
15
6+

, 筑
摩

a ‒
13
3+

, 東
書

b ‒
36
4+

, 明
治

a ‒
12
4+

31
6
盛
唐

五
律
月
夜

杜
甫

71
2‒
77
0

三
省
堂

c ‒
28
2,

 数
研

a ‒
12
2+

, 第
一

a ‒
13
2+

教
出
古

a ‒
02
5+

, 三
省
堂
古

b ‒
21
3,

 大
修
館
古

a ‒
02
2+

, 東
書
古

b ‒
32
9+

31
7
盛
唐

五
律
旅
夜
に
懐
を
書
す

杜
甫

71
2‒
77
0

教
出

a ‒
15
1

数
研
古
‒0
21

, 明
治
古

b ‒
11
4

31
8
盛
唐

五
律
春
夜
雨
を
喜
ぶ

杜
甫

71
2‒
77
0

東
書

a ‒
33
8

三
省
堂
古

a ‒
02
0

31
9
盛
唐

五
律
岳
陽
楼
に
登
る

杜
甫

71
2‒
77
0

桐
原
‒1
58

, 三
省
堂

b ‒
32
5

大
修
館
古

a ‒
02
1,

 東
書
古

a ‒
16
7+

, 明
治
古

a ‒
02
4

32
0
盛
唐

五
律
春
日
李
白
を
憶
う

杜
甫

71
2‒
77
0

桐
原
‒1
69

32
1
盛
唐

七
律
登
高

杜
甫

71
2‒
77
0

三
省
堂

a ‒
12
6,

 数
研

a ‒
12
3+

教
出
古

a ‒
02
8+

, 桐
原
古
‒0
29

, 大
修
館
古

b ‒
22
9,

 筑
摩
古
‒0
28

, 東
書

古
a ‒
16
8+

, （
文
英
堂
古
‒2
01
）

32
2
盛
唐

七
律
秋
興

杜
甫

71
2‒
77
0

大
修
館
古

c ‒
22
4

32
3
盛
唐

七
律
江
村

杜
甫

71
2‒
77
0

第
一
古

a ‒
04
4+

32
4
盛
唐

五
古
石
壕
吏

杜
甫

71
2‒
77
0

教
出
古

a ‒
11
2+

, 第
一
古

a ‒
12
2+

, 大
修
館
古

a ‒
11
8+

, 筑
摩
古
‒1
02

, 
東
書
古

b ‒
32
7+

32
5
盛
唐

五
古
衛
八
処
士
に
贈
る

杜
甫

71
2‒
77
0

明
治
古

a ‒
07
5

32
6
盛
唐

五
古
李
白
を
夢
む

杜
甫

71
2‒
77
0

東
書
古

c ‒
10
1

32
7
盛
唐

古
詩
兵
車
行

杜
甫

71
2‒
77
0

桐
原
古
‒0
92

, 三
省
堂
古

a ‒
10
3+

, 数
研
古
‒0
95

, 明
治
古

b ‒
25
0

32
8
盛
唐

七
絶
磧
中
の
作

岑
参

71
5‒
77
0

数
研
古
‒0
16

, 第
一
古

a ‒
0 4
3+

, 大
修
館
古

a ‒
02
0+

, 東
書
古

a ‒
16
6

32
9
盛
唐

七
古
胡
笳
歌

岑
参

71
5‒
77
0

教
出
古

b ‒
31
3

33
0
中
唐

人
虎
伝

李
景
亮

李
徴
：
75
6年
進
士

三
省
堂
古

a ‒
06
6+

, 大
修
館
古

a ‒
15
6+

33
1
中
唐

五
律
除
夜
石
頭
の
駅
に
宿
る

戴
叔
倫

73
2‒
78
9

（
文
英
堂
古
‒2
01
）

33
2
中
唐

五
絶
秋
日

耿
73
4‒

?
明
治

a ‒
12
0+

33
3
中
唐

五
絶
秋
夜
丘
員
外
に
寄
す

韋
応
物

73
6?
‒7
91

?
大
修
館

c ‒
32
2,

 筑
摩

a ‒
15
3+

, 東
書

c ‒
15
6

33
4
中
唐

七
律
李
儋
・
元
錫
に
寄
す

韋
応
物

73
6?
‒7
91

?
数
研
古
‒0
23

33
5
中
唐

五
古
遊
子
吟

孟
郊

75
1‒
81
4

第
一
古

c ‒
25
2

33
6
中
唐

人
面
桃
花

孟
棨

崔
護
：
79
6年
進
士

大
修
館

a ‒
18
1+

教
出
古

a ‒
07
6+

, 桐
原
古
‒1
17

, 三
省
堂
古

a ‒
11
2+

, 数
研
古
‒0
79

, 筑
摩
古
‒1
36

, 明
治
古

b ‒
22
1

33
7
中
唐

七
律
左
遷
せ
ら
れ
て
藍
関
に
至
り
姪
孫
湘
に
示

す
韓
愈

76
8‒
82
4

東
書
古

c ‒
16
5

33
8
中
唐

孟
東
野
に
与
う
る
書

韓
愈

76
8‒
82
4

東
書
古

c ‒
16
2

33
9
中
唐

雑
説

76
8‒
82
4

教
出

a ‒
15
6+

, 桐
原
‒1
62

, 三
省
堂

a ‒
14
7+

, 数
研

a ‒
14
0+

, 大
修
館

a ‒
16
6+

, 筑
摩

a ‒
15
8+

, 東
書

c ‒
16
4

第
一
古

a ‒
02
0+

, 大
修
館
古

c ‒
28
4,

 東
書
古

a ‒
17
1,

 明
治
古

b ‒
12
3

34
0
中
唐

師
の
説

韓
愈

76
8‒
82
4

教
出
古

a ‒
14
0+

, 桐
原
古
‒0
45

, 三
省
堂
古

a ‒
17
6,

 大
修
館
古

a ‒
12
4+

, 
筑
摩
古
‒0
60

, 明
治
古

a ‒
06
2

34
1
中
唐

猫
相
乳
、
司
徒
北
平
王
の
家
に
猫
子
を
生

ん
で
日
を
同
じ
く
す
る
者
あ
り

韓
愈

76
8‒
82
4

第
一
古

c ‒
27
0
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34
2
中
唐

柳
子
厚
墓
誌
銘

韓
愈

76
8‒
82
4

筑
摩
古
‒1
40

34
3
中
唐

推
敲

『
唐
詩
紀
事
』

韓
愈
：
76
8‒
82
4

桐
原
‒1
26

, 三
省
堂

a ‒
31
2,

 筑
摩

a ‒
12
8+

, 東
書

b ‒
35
2+

第
一
古

a ‒
00
7+

, 明
治
古

a ‒
00
7+

34
4
中
唐

七
絶
楓
橋
夜
泊

張
継

中
唐

桐
原
‒1
56

, 数
研

a ‒
12
0+

教
出
古

a ‒
02
3+

, 三
省
堂
古

a ‒
01
8,

 筑
摩
古
‒0
25

, 東
書
古

a ‒
16
6,

 
（
文
英
堂
古
‒1
98
）

34
5
中
唐

五
絶
秋
風
の
引

劉
禹
錫

77
2‒
84
2

教
出
古

a ‒
02
1+

, 桐
原
古
‒0
24

, 第
一
古

a ‒
04
2+

, 筑
摩
古
‒0
25

, 東
書

古
a ‒
16
5+

34
6
中
唐

七
絶
舟
中
に
て
元
九
の
詩
を
読
む

白
居
易

77
2‒
84
6

明
治
古

b ‒
11
3

34
7
中
唐

五
律
除
夜
　
弟
妹
に
寄
す

白
居
易

77
2‒
84
6

教
出
古

a ‒
02
6+

, 第
一
古

a ‒
04
4+

34
8
中
唐

七
律
八
月
十
五
日
夜
禁
中
に
独
り
直
し
月
に
対

し
て
元
九
を
憶
う

白
居
易

77
2‒
84
6

桐
原
‒1
60

, 数
研

a ‒
12
4+

, 第
一

a ‒
13
2+

, 筑
摩

a ‒
15
5+

, 明
治

a ‒
12
5+

三
省
堂
古

a ‒
02
1+

34
9
中
唐

七
律
香
炉
峰
下
に
新
た
に
山
居
を
卜
し
草
堂
初

め
て
成
る
偶
東
壁
に
題
す

白
居
易

77
2‒
84
6

教
出

a ‒
15
2+

, 三
省
堂

a ‒
12
5+

, 第
一

c ‒
31
0+

, 大
修
館

a ‒
15
7+

, 東
書

b ‒
36
5+

東
書
古

a ‒
16
9,

 明
治
古

a ‒
02
5

35
0
中
唐

七
古
長
恨
歌

白
居
易

77
2‒
84
6

教
出
古

a ‒
11
6+

, 桐
原
古
‒0
95

, 三
省
堂
古

a ‒
10
6+

, 数
研
古
‒1
30

, 第
一
古

a ‒
12
4+

, 大
修
館
古

a ‒
14
3+

, 筑
摩
古
‒1
05

, 東
書
古

a ‒
22
6+

, 
（
文
英
堂
古
‒2
43
）,

 明
治
古

a ‒
07
8

35
1
中
唐

七
古
売
炭
翁

白
居
易

77
2‒
84
6

教
出
古

a ‒
03
2+

, 第
一
古

c ‒
25
2,

 大
修
館
古

a ‒
12
0+

35
2
中
唐

微
之
に
与
う
る
の
書

白
居
易

77
2‒
84
6

筑
摩
古
‒1
47

35
3
中
唐

五
絶
江
雪

柳
宗
元

77
3‒
81
9

教
出

a ‒
14
7+

, 三
省
堂

a ‒
12
0+

, 数
研

c ‒
31
6,

 第
一

a ‒
13
0+

, 大
修
館

a ‒
15
2+

, 筑
摩

a ‒
15
3+

, 東
書

a ‒
33
4+

, 明
治

a ‒
12
1+

35
4
中
唐

七
古
漁
翁

柳
宗
元

77
3‒
81
9

筑
摩
古
‒1
01

, 東
書
古

b ‒
38
9+

35
5
中
唐

薛
存
義
の
任
に
ゆ
く
を
送
る
の
序

柳
宗
元

77
3‒
81
9

教
出
古

b ‒
33
6,

 三
省
堂
古

a ‒
04
8,

 明
治
古

b ‒
12
5

35
6
中
唐

捕
蛇
者
の
説

柳
宗
元

77
3‒
81
9

教
出
古

a ‒
13
6,

 桐
原
古
‒1
07

, 三
省
堂
古

a ‒
16
8+

, 数
研
古
‒1
22

, 大
修

館
古

a ‒
05
1+

, 筑
摩
古
‒0
92

, 東
書
古

b ‒
38
6+

, （
文
英
堂
古
‒1
91
）

35
7
中
唐

黔
の
驢

柳
宗
元

77
3‒
81
9

大
修
館

a ‒
16
8

第
一
古

a ‒
02
2+

, 筑
摩
古
‒0
20

35
8
中
唐

羆
の
説

柳
宗
元

77
3‒
81
9

数
研

a ‒
14
2

35
9
中
唐

臨
江
の
麋

柳
宗
元

77
3‒
81
9

第
一
古

c ‒
27
2

36
0
中
唐

三
夢
記

白
行
簡

77
6?
‒8
26

桐
原
古
‒1
24

, 三
省
堂
古

a ‒
11
5

36
1
晩
唐

定
婚
店

李
復
言

元
和
二
年
：
80
7年

大
修
館
古

a ‒
07
8+

36
2
晩
唐

七
律
咸
陽
城
の
東
楼

許
渾

78
7?
‒8
54

?
大
修
館
古

a ‒
02
3+

, 筑
摩
古
‒0
29

, （
文
英
堂
古
‒2
02
）

36
3
晩
唐

七
絶
別
れ
に
贈
る

杜
牧

80
3‒
85
3?

筑
摩

a ‒
15
4+

大
修
館
古

a ‒
01
8+

36
4
晩
唐

七
絶
烏
江
亭
に
題
す

杜
牧

80
3‒
85
3?

三
省
堂
古

a ‒
03
9+

, 東
書
古

b ‒
27
5+

, 明
治
古

a ‒
04
3+

36
5
晩
唐

七
絶
江
南
の
春

杜
牧

80
3‒
85
3?

教
出

a ‒
15
0+

, 三
省
堂

a ‒
12
2+

, 第
一

a ‒
13
1+

, 明
治

a ‒
11
8+

数
研
古
‒0
17

, 大
修
館
古

b ‒
22
4,

 東
書
古

b ‒
25
7+

36
6
晩
唐

七
絶
山
行

杜
牧

80
3‒
85
3?

数
研

a ‒
12
0+

, 大
修
館

a ‒
15
5+

, 東
書

a ‒
33
3

筑
摩
古
‒0
26

36
7
晩
唐

五
絶
酒
を
勧
む

于
武
陵

81
0?
‒?

三
省
堂

c ‒
27
9,

 東
書

b ‒
36
2

数
研
古
‒0
15

, 大
修
館
古

a ‒
01
8

36
8
晩
唐

五
絶
楽
遊
原
に
登
る

李
商
隠

81
2?
‒8
58

東
書
古

b ‒
25
6+

36
9
晩
唐

葉
限

『
酉
陽
雑
俎
』

段
成
式
：

? ‒
86
3

三
省
堂
古

b ‒
29
8

37
0
晩
唐

七
絶
山
亭
の
夏
日

高
駢

? ‒
88
7

筑
摩

a ‒
15
2+

, 東
書

a ‒
33
3,

 明
治

a ‒
12
2+

37
1
北
宋

岳
陽
楼
記

范
仲
淹

98
9‒
10
52

桐
原
古
‒1
11

37
2
北
宋

五
絶
遠
山

欧
陽
脩

10
07
‒1
07
2

東
書
古

b ‒
39
2+

37
3
北
宋

売
油
翁

欧
陽
脩

10
07
‒1
07
2

筑
摩

a ‒
16
0+

教
出
古

a ‒
13
4+

, 三
省
堂
古

a ‒
16
4,

 数
研
古
‒0
98

, 第
一
古

a ‒
02
4+

, 
大
修
館
古

b ‒
28
1,

 東
書
古

b ‒
39
0+

37
4
北
宋

酔
翁
亭
記

欧
陽
脩

10
07
‒1
07
2

明
治
古

a ‒
06
6

37
5
北
宋

詩
人
　
好
句
を
貪
り
求
む

欧
陽
脩

10
07
‒1
07
2

数
研

a ‒
14
4

37
6
北
宋

愛
蓮
の
説

周
敦
頤

10
17
‒1
07
3

教
出

a ‒
15
8,

 桐
原
‒1
64

, 明
治

a ‒
14
0

三
省
堂
古

a ‒
04
6+

, 筑
摩
古
‒0
22

37
7
北
宋

七
絶
烏
江
亭

王
安
石

10
21
‒1
08
6

東
書
古

b ‒
27
5+
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37
8
北
宋

七
絶
六
月
二
十
七
日
望
湖
楼
酔
書

蘇
軾

10
36
‒1
10
1

大
修
館
古

a ‒
01
7

37
9
北
宋

七
絶
春
夜

蘇
軾

10
36
‒1
10
1

第
一
古

c ‒
18
5,

 大
修
館
古

b ‒
22
4,

 明
治
古

a ‒
02
6+

38
0
北
宋

七
絶
澄
邁
駅
の
通
潮
閣

蘇
軾

10
36
‒1
10
1

数
研
古
‒0
18

38
1
北
宋

赤
壁
の
賦

蘇
軾

10
36
‒1
10
1

三
省
堂
古

a ‒
17
2+

, 数
研
古
‒1
26

, （
文
英
堂
古
‒2
36
）

38
2
北
宋

医
薬
談
笑

蘇
軾

10
36
‒1
10
1

第
一
古

a ‒
07
4+

38
3
北
宋

七
絶
雨
中
岳
陽
楼
に
登
り
君
山
を
望
む

黄
庭
堅

10
45
‒1
10
5

数
研
古
‒0
19

38
4
北
宋

五
絶
烏
江

李
清
照

10
84
‒?

明
治
古

a ‒
04
3+

38
5
南
宋

七
律
山
西
の
村
に
遊
ぶ

陸
游

11
25
‒1
21
0?

三
省
堂
古

a ‒
02
2+

, 第
一
古

c ‒
18
7,

 大
修
館
古

a ‒
02
4,

 明
治
古

a ‒
02
6+

38
6
南
宋

入
蜀
記

陸
游

11
25
‒1
21
0?

第
一
古

a ‒
07
6+

38
7

元
賢
母
拾
遺
を
辞
す

陶
宗
儀

第
一
古

a ‒
08
0+

38
8

元
天
下
大
同
を
貴
ぶ

劉
基

13
11
‒1
37
5

数
研
古
‒1
00

38
9

元
売
柑
者
の
言

劉
基

13
11
‒1
37
5

桐
原
古
‒1
14

, 第
一
古

a ‒
13
2+

39
0

明
五
絶
胡
隠
君
を
尋
ぬ

高
啓

13
36
‒1
37
4

数
研
古
‒0
15

, 大
修
館
古

b ‒
22
2

39
1

明
唐
詩
絶
句
の
誤
字

楊
慎

14
88
‒1
55
9

数
研
古
‒1
02

39
2

明
奇
花
石

唐
順
之

15
07
‒1
56
0

第
一
古

a ‒
13
4+

39
3

明
道
平
ら
か
な
ら
ば
人
皆
道
に
由
ら
ん

呂
坤

15
36
‒1
61
8

第
一
古

a ‒
13
6+

39
4

明
饅
頭
を
畏
る

『
笑
府
』／
『
五
雑
組
』

馮
夢
龍
：
15
74
‒1
64
6

三
省
堂
古

a ‒
00
7+

39
5

明
一
人
の
性
　
緩
な
り
。
冬
日
、
人
と
共
に

炉
を
囲
み
、

『
笑
府
』

馮
夢
龍
：
15
74
‒1
64
6

桐
原
‒1
38

39
6

清
梨
を
種
う

『
聊
斎
志
異
』

蒲
松
齢
：
16
40
‒1
71
5

桐
原
古
‒1
20

39
7

清
酒
虫

『
聊
斎
志
異
』

蒲
松
齢
：
16
40
‒1
71
5

三
省
堂
古

b ‒
25
2,

 数
研
古
‒0
83

, 明
治
古

b ‒
22
5

39
8

清
落
雷
裁
判

『
閲
微
草
堂
筆
記
』

明
公
晟
：
17
23
年
進
士

数
研
古
‒0
86

39
9

清
学
を
為
す

彭
端
淑

16
99
‒1
77
9

第
一
古

a ‒
13
9+

40
0

清
黄
生
書
を
借
る
の
説

袁
枚

17
16
‒1
79
7

第
一
古

a ‒
14
1+

40
1

清
七
律
赤
壁

趙
翼

17
27
‒1
81
4

（
文
英
堂
古
‒2
41
）

40
2

清
夢
語
の
巧
合

兪
樾

18
21
‒1
90
7

第
一
古

a ‒
14
4+

40
3
現
代

故
郷

魯
迅

18
81
‒1
93
6

学
図
3
‒2
18

, 
教
出
3
‒1
62

, 
三
省
堂
3
‒1
54

, 
東
書
3
‒1
54

, 
光
村
3
‒

10
6／

1
平
安

七
律
門
を
出
で
ず

菅
原
道
真

84
5‒
90
3

桐
原
古
‒0
34

, 第
一
古

a ‒
04
6+

2
平
安

七
絶
梅
花

菅
原
道
真

84
5‒
90
3

数
研
古
‒1
40

3
平
安

七
絶
旅
雁
を
聞
く

菅
原
道
真

84
5‒
90
3

筑
摩
古
‒0
30

, 明
治
古

b ‒
26
5

4
平
安

七
律
家
書
を
読
む

菅
原
道
真

84
5‒
90
3

明
治
古

a ‒
14
2

5
平
安

能
登
殿
の
最
期

『
日
本
外
史
』

壇
ノ
浦
：
11
85

明
治
古

a ‒
14
5

6
室
町

五
律
野
古
の
島
の
僧
房
の
壁
に
題
す

絶
海
中
津

13
36
‒1
40
5

数
研
古
‒1
40

7
戦
国

争
う
所
米
塩
に
在
ら
ず

『
日
本
外
史
』

武
田
信
玄
：
15
21
‒1
57
3

教
出
古

a ‒
08
3+

, 大
修
館
古

a ‒
07
2,

 東
書
古

a ‒
25
9+

, （
文
英
堂
古
‒

18
8）

8
戦
国

信
玄
何
く
に
在
る

『
日
本
外
史
』

武
田
信
玄
：
15
21
‒1
57
3

数
研
古
‒1
42

, 筑
摩
古
‒1
29

9
戦
国

諸
将
信
玄
に
服
す

『
日
本
外
史
』

武
田
信
玄
：
15
21
‒1
57
3

東
書
古

a ‒
26
1+

10
江
戸

七
絶
富
士
山

石
田
丈
山

15
83
‒1
67
2

明
治
古

a ‒
14
2+

11
江
戸

兼
山
の
遠
慮

『
先
哲
叢
談
』

野
中
兼
山
：
16
15
‒1
66
3

明
治

a ‒
14
6

東
書
古

c ‒
01
7,

 （
文
英
堂
古
‒2
71
）

12
江
戸

学
は
知
行
を
兼
ぬ

伊
藤
仁
斎

16
27
‒1
70
5

筑
摩
古
‒0
96
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13
江
戸

仁
斎
赤
貧

『
先
哲
叢
談
』

伊
藤
仁
斎
：
16
27
‒1
70
5

大
修
館
古

b ‒
28
2

14
江
戸

人
、
聖
人
に
非
ず

貝
原
益
軒

16
30
‒1
71
4

東
書
古

b ‒
28
1+

15
江
戸

即
事

新
井
白
石

16
57
‒1
72
5

筑
摩
古
‒0
30

16
江
戸

性
は
学
者
の
急
と
す
る
所
に
非
ず

荻
生
徂
徠

16
66
‒1
72
8

桐
原
古
‒1
60

17
江
戸

徂
徠
貧
居

荻
生
徂
徠

16
66
‒1
72
8

明
治
古

b ‒
26
7

18
江
戸

七
絶
冬
夜
読
書

菅
茶
山

17
48
‒1
82
7

教
出
古

a ‒
08
0+

, 三
省
堂
古

a ‒
07
4+

, 第
一
古

a ‒
04
6+

, 大
修
館
古

a ‒
07
0

19
江
戸

五
絶
翠
岑
を
下
る

良
寛

17
58
‒1
83
1

教
出
3
‒1
29
／

20
江
戸

惜
陰

佐
藤
一
斎

17
72
‒1
85
9

明
治
古

a ‒
14
4+

21
江
戸

七
古
天
草
洋
に
泊
す

頼
山
陽

17
80
‒1
83
2

三
省
堂
古

a ‒
07
5+

22
江
戸

七
絶
不
識
菴
機
山
を
撃
つ
の
図
に
題
す

頼
山
陽

17
80
‒1
83
2

教
出
古

a ‒
08
2+

, 桐
原
古
‒0
35

, 大
修
館
古

a ‒
07
2

23
江
戸

七
絶
桂
林
荘
雑
詠
、
諸
生
に
示
す

広
瀬
淡
窓

17
82
‒1
85
6

明
治

a ‒
12
7+

教
出
古

a ‒
08
0+

, 三
省
堂
古

a ‒
07
5+

, 大
修
館
古

a ‒
07
0+

, 東
書
古

a ‒
25
6+

24
江
戸

款
冬
一
枝

飯
田
黙
叟

17
98
‒1
86
0

三
省
堂
古

a ‒
07
6

25
江
戸

七
絶
ま
さ
に
東
遊
せ
ん
と
し
て
壁
に
題
す

月
性

18
17
‒1
85
8

大
修
館
古

a ‒
07
1+

26
江
戸

七
絶
火
輪
車
中
の
作

成
島
柳
北

18
37
‒1
88
4

桐
原
古
‒0
38

27
明
治

航
西
日
記

森
鴎
外

18
62
‒1
92
2

三
省
堂
古

a ‒
07
8+

28
明
治

五
絶
君
を
思
う

中
野
逍
遥

18
67
‒1
89
4

桐
原
古
‒0
36

29
明
治

五
律
夏
目
漱
石
の
伊
予
に
之
く
を
送
る

正
岡
子
規

18
67
‒1
90
2

教
出
古

a ‒
08
1+

, 三
省
堂
古

a ‒
07
7+

, 第
一
古

a ‒
04
7+

, 東
書
古

a ‒
25
7

30
明
治

五
絶
自
画
に
題
す

夏
目
漱
石

18
67
‒1
91
6

教
出
古

a ‒
08
1+

31
明
治

五
絶
無
題

夏
目
漱
石

18
67
‒1
91
6

筑
摩
古
‒0
31

, 明
治
古

a ‒
14
3

32
明
治

七
絶
自
画
に
題
す

夏
目
漱
石

18
67
‒1
91
6

明
治

a ‒
12
7+

三
省
堂
古

a ‒
07
7+

, 数
研
古
‒1
41

, 大
修
館
古

a ‒
07
1+

, 東
書
古

b ‒
26
2+

33
明
治

七
絶
風
流
人
い
ま
だ
死
せ
ず

夏
目
漱
石

18
67
‒1
91
7

東
書
古

a ‒
25
8
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別
表
2
　
平
成
26
～
28
年
度
末
検
定
済
み
の
中
学
校
・
高
等
学
校
の
国
語
の
教
科
書
で
扱
わ
れ
な
く
な
っ
た
漢
文
教
材
一
覧

№
時
代

文
体

教
材

出
典
／
作
者

生
卒

中
学
校
「
国
語
」／
高
等
学
校
「
国
語
総
合
」

（
平
成
22
／
23
年
度
末
検
定
済
）

高
等
学
校
「
古
典
」

（
平
成
24
～
25
年
度
末
検
定
済
）

あ
春
秋

其
の
人
と
為
り
や
、
憤
り
を
発
し
て
食
を

忘
れ

『
論
語
』
07
述
而

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

教
出
古

b ‒
21
6

い
春
秋

欺
く
こ
と
な
か
れ
。
而
し
て
之
を
犯
す
。
『
論
語
』
14
憲
問

孔
子
：

B
C
55
2?
‒B

C
47
9

東
書
古

a ‒
05
5

う
戦
国

言
大
に
し
て
用
無
し
。
子
独
り
狸

を
見

ず
や
。
身
を
卑
く
し
て
伏
し
、
以
て
敖
ぶ

者
を
候
つ
。

『
荘
子
』
内
篇
逍
遙
遊

荘
周
：

B
C
36
9?
‒B

C
28
6?

桐
原
古

a ‒
14
2+

え
戦
国

無
用
の
鵠
鳥

『
異
苑
』

魏
安
釐
王
：
位

B
C
27
6‒

B
C
24
3
第
一

a ‒
12
4

お
後
漢

陽
羨
鵝
籠
記

『
続
斉
諧
記
』

永
平
三
年
：
60
年

明
治
古

a ‒
08
6

か
後
漢

天
台
二
女

『
幽
明
録
』

A
D
62

第
一

a ‒
13
6

き
三
国

魏
武
常
に
云
う
我
が
眠
中
に
妄
り
に
近
づ

く
べ
か
ら
ず

『
世
説
新
語
』

曹
操
：
15
5‒
22
0

三
省
堂
古

a ‒
08
0+

く
三
国

魏
武
常
に
言
う
人
己
を
危
う
く
せ
ん
と
欲

す
れ
ば

『
世
説
新
語
』

曹
操
：
15
5‒
22
0

教
出
古

b ‒
23
7

け
三
国

備
嘗
て
表
の
坐
に
お
い
て
起
ち
て
厠
に
至

る
『
十
八
史
略
』

劉
備
：
16
1‒
22
3

三
省
堂
古

a ‒
08
1+

こ
三
国

権
の
将
呂
蒙
初
め
学
ば
ず
。
権
蒙
に
勧
め

て
書
を
読
ま
し
む

『
十
八
史
略
』

孫
権
：
18
2‒
25
2

三
省
堂
古

b ‒
27
6

さ
西
晋

此
必
ず
苦
李
な
ら
ん

『
世
説
新
語
』

王
戎
：
23
4‒
30
5

教
出
古

b ‒
17
8

し
隋

杜
子
春
伝

李
復
言

杜
子
春
：
北
周
・
隋

三
省
堂
古

a ‒
10
9+

す
初
唐

七
絶
郷
に
帰
り
て
た
ま
た
ま
書
す

賀
知
章

65
9‒
74
4

筑
摩

a ‒
13
7

せ
初
唐

古
詩
幽
州
台
に
登
る
歌

陳
子
昂

66
1‒
70
2

東
書
古

a ‒
07
2

そ
盛
唐

五
絶
絶
句
　
遅
日
江
山
麗
し
く

杜
甫

71
2‒
77
0

大
修
館
古

a ‒
01
6

た
中
唐

五
律
僧
の
日
本
に
帰
る
を
送
る

銭
起

72
2‒
78
0?

東
書
古

a ‒
02
5

ち
中
唐

詩
（
朗
詠
句
）

白
居
易

77
2‒
84
6

東
書
古

a ‒
13
0

つ
北
宋

孟
嘗
君
伝
を
読
む

王
安
石

10
21
‒1
08
6

第
一
古

b ‒
27
6

て
大
和

五
絶
五
言
、
臨
終
一
絶

大
津
皇
子

66
3‒
68
6

東
書
古

a ‒
02
8+

と
平
安

七
絶
九
月
十
日

菅
原
道
真

84
5‒
90
3

教
出
古

a ‒
12
2+

な
平
安

（
朗
詠
句
）

菅
原
道
真

84
5‒
90
3

東
書
古

a ‒
13
1

に
平
安

（
朗
詠
句
）

尊
敬

東
書
古

a ‒
13
1

ぬ
室
町

深
耕
の
説

義
堂
周
信

13
25
‒1
38
8

明
治
古

a ‒
13
8




